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理理念念  
 

ひとりひとりの明日のために、 

質の高いリハビリテーション医療を提供し、 

患者さんの活動と社会参加を支援します。 
 

 

 

 

 

 

基基本本方方針針  
 

 患者さんの人権を尊重し、個人情報を守秘します。 

 法令を遵守し、説明と同意のもと、 

安全で全人的な医療を行います。 

 活発な研修及び研究活動を展開し、 

先進的なリハビリテーション医療を提供します。 

 個々の患者さんに適した療養環境を整えます。 

 地域と連携し、社会に貢献できる 

チーム医療を目指します。 
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 [日付を選択してください] 
医療法人 社団 三光会  

理事長  小野山薫 

 
平成 21 年度は私が着任以来 1 年 3

ヶ月後からの 1年間に当たります。着

任早々に行った当法人の経営分析か

ら、２つの大きな課題を見つけました。

１つはＭＳ法人である(株)メディコ

の問題でした。(株)メディコと三光会

の異常な関係が三光会の経営を危う

くし、職員の指揮・命令系統を混乱さ

せていました。平成 20 年 7 月事務系

職員 95 名を(株)メディコから三光会

に転籍させたのを始めとして、(株)メ

ディコとの関係は平成 21 年 5 月末を

もって全て解消しました。医療法人で

は出来ない分野は新たに立ち上げた

ＭＳ法人(株)三誠が分担しています。

誠愛リハビリテーション病院、カトレ

アや大野城地区の三光会各組織の雰

囲気が明るくなったとの評判を得ら

れるようになりました。 

経営的には平成 19 年度（会計年度

は4月～翌年3月ですから年報の年度

とは少しずれていますが）、3億 9千万

円を(株)メディコに支払い、三光会の

経常利益は最低の状態でしたが、20

年度は上向きに転じ、21 年度は明らか

に上昇し、今後三光会が永続する目途

がたちました。 

他の１つはリハビリテーションの

査定額です。過去最高額は月に 800 万

円を超えていました。セラピストを増

員し、健康保険枠上限を目指したリハ

ビリの施行は、福岡県の特に国民健康

保険審査会から多額の査定を受けて

きました。査定を受けないリハビリを

目標に方向転換することによって、平

成 21 年 4 月分からは一転して査定額

が減少し、査定ゼロの月も経験しまし

た。誠愛リハビリテーション病院の査

定率は 20 年度の 1.98％から、21 年度

は 0.2％に減少しています。やっと他

の病院並みの査定率になってきまし

たが油断は出来ません。今後とも賢い

医療に心がけて下さい。 

三光会の各施設や備品は必要な補

修が行われてなく、それに関わる問題

が山積しています。緊急性の高いもの

から順次解決してまいります。20 年度

から 21 年度にかけてすでに改善した

ことですが、病院の生命線であるサー

バーの真上にスプリンクラーが付い

ていたこと、エアコンが無いこと、バ

ックアップシステムが無いことなど、

電子カルテ導入時に行うべきことが

されて無かったことは驚くべきこと

でした。電子カルテ、医事会計、リハ

ビリは別々のシステムで動き互いに

連動してないことも大きな問題です。 

21 年末から託児所を新病棟の隣に

建設します。加えて次年度は、中途半

端で中断されている病室の改装やナ

ースコールシステムの入れ替え、公用

車の買い換えなどを主体に考えてい

ます。また、三光会を特定医療法人化

する予定です。 

職員の皆様のお陰で三光会は元気

になってきています。22 年度の巻頭言

では明るい話題がお伝えできること

を願っています。 

  巻 頭 言 



 

誠愛リハビリテーション病院  

         院長 井林雪郎 

 

平成２１年度（赴任２年目）の年報は驚

く程早く完成しました。平成２０年度の

分に時間が掛かった分、逆に今回は広報

委員が早くから準備をしてくれましたの

で、各部署からの業績などは細大漏らさ

ず精緻な内容になっているかと思います

（なお、論文だけは年度でなく2009年の

１月初めから１２月末までの分を掲載す

る形式に変更しました）。 

 こちらの病院での最初の２年間は、ま

ずはリハビリテーション病院の立場や周

辺との関わりを理解し慣れること、当院

のシステムをハード・ソフトの両面から

じっくり観察することから始まりました。

小野山理事長との平成２０年４月の奉職

時のお約束を遂行すべく、(1)大学の脳卒

中グループ（脳循環代謝研究室）その他

の研究室後輩達の臨床研究の場に役立て

ること、(2)医局の活性化と自分の他に少

なくとも２名の常勤医を確保すること、

の僅か２点でしたが思いのほか時間がか

かってしまいました。昨年は、当院に老

年医学会専門施設（平成６年に第２回専

門医試験合格、指導医認定）や脈管学会

専門医の資格を戴きましたので、大学の

若い先生方の研修証明などの際に少しは

お役に立てるかと思います。常勤医師数

に関しては、赴任直後の夏に研究室後輩

の渡邊先生が名古屋から常勤医として当

院に転勤して下さり、大変心強く喜んで

おりましたが、昨年の６月末にそれまで

４年余り勤務戴いた先生が１名お辞めに

なり、また振り出しの医局員数に戻って

しまいました。九大母教室の教授や医局

長に無理をお願いし、消化器の非常勤女

性医師が週に２日半ほど手伝いに来て下

さいましたが、未だに常勤医は補充でき

ていない状況です（その後、年度が明け

程なく脳外科専門医の横山先生がそれこ

そ絶妙なタイミングで、この６月から消

化器非常勤医と入れ替わりで常勤就職し

て下さいました）。そこでもう１名、バラ

ンス感覚とフットワークの良い、熱くて

優しくやる気溢れるリハビリ専門の常勤

医の先生を、何としてでも絶対に探し当

て是非ともお越し戴けるよう、これまで

以上に魅力的でやり甲斐のある病院創り

に頑張って参る所存です。 

 医局全体の雰囲気や、他部署との関係

も以前よりは大分やりやすくなってきた

と、自分でも感じてはいるのですが、相

変わらず報告・連絡・相談の習慣が十分

根付いておらず、これは院長の責任と反

省しつつ朝のスタッフミーティングや院

内メイルで、敢えてこと細かく伝えるよ

うにしています。また各部署間における、

情報や通達事項の共有化が絶対的に不足

していましたので、毎朝のミーティング

はもとより、週１回ですが医局医師全員

と部署代表者間の会議を新設しようと考

えております。医局の充実とともに、旧

来の回復期リハ病院のチーム医療を見直

し、全員参加型の合理的かつ透明な情報

伝達の場を設けるなど新方式に転換する

時期に来ていると感じます。何と言って

も患者さん方が「長くて辛いリハビリ」

を継続される中で、再発予防は勿論のこ

と、少しでも残りの人生に向けて今ある

現実を直視し、楽しみや目標／意義など

を感じて戴けるよう、職員全員が気を配

り乍ら柔らかくトータルリハビリをアシ

ストして行ければと願います。 

 ２年経った今でも、毎日FILO（First-In, 

Last-Out）を心掛けていますが、これは

あくまでも自分のやる気を鼓舞し続ける

ための本来怠け者の誓いのようなもので

す。昨年の、「まずは第１歩から」が、「着

実に２歩３歩、、、」とゆっくり歩みを進め
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ているのが実感できます。これも職員の

皆さん、そしていつもお世話になってお

ります近隣の病院やかかりつけ医の先生

方の御蔭です。    

平成２１年度年報とともに改めて、心か

ら感謝の意と御礼を申し述べたいと存じ

ます。 

（平成２２年７月、文責：院長 井林雪郎） 

 

              

           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

もと、４年に１回の世界アートフラワー大会の優勝者（片麻痺患者さん）の作品 

 

こちらに入院され、半年振りに右手とホチキスを駆使して見事に花を飾ってくださいました。 
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誠愛リハビリテーション病院  

      名誉院長 黒川 徹 

 

平成 19 年 11 月、三光会理事長に小

野山薫氏が就任された。以来、関連会

社メディコの廃止、リハビリ単位数の

適切化など経営が見直されてきた。そ

の結果、減少の一途を辿っていた経常

利益が増加に転じ危機に瀕していた

当誠愛リハビリテーション病院も順

調に立ち直りつつある。さらに、平成

20 年 4 月、井林雪郎先生が九州大学

准教授から院長として就任され今年

で早く 2 年を迎えた。井林院長による

病棟回診、カンファレンスにおける指

導・助言により診療体制が安定し、病

棟におけるデイスカッションもより

充実してきた。今後さらに診療レベル

が向上していくものと思われる。 
厚生労働省のリハビリ期限制限政

策により外来患者延べ数は減少傾向

にあるが、入院は一定の数を保ってい

る。これも他院から継続的に紹介頂い

ているお陰である。 
私は平成 20 年 4 月をもって院長を

辞した。現在は診療のみを行っている。

小児部門は私と横溝裕子医師で担当

し、他に吉田敬子九州大学特任教授

（精神科）、李守永医師（九大小児科）、

神野俊介医師（九大小児科）が加わり、

他に大川敦子医師（整形外科）に月 2
日来診頂いている。 
小児外来患者数は毎日 70 名～100

名で、月単位延べ人数は 2,000 名～

2,500 名である。患者総数は 560 人で

疾病別では広汎性発達障害 28%、脳性

麻痺 24％、精神・精神運動遅滞 20％、

ダウン症等の染色体異常 8％、言語障

害 6％である。通院の範囲は大野城市、

春日市、大宰府市、筑紫野市、那珂川 

 
 
 
町のいわゆる４市１町のほか約４

分の１は福岡市から来ている。一部福

岡県の他市町村、或いは県外から来て

いる。当院は個別リハビリを、緻密な

発達評価を受けながら毎週１－３回

行っており、リハビリ専門家の間でも

評価が高い。広汎性発達障害、脳性麻

痺、精神遅滞、てんかんその他多くの

疾患を取り扱っており、これほどの小

児リハビリテーションを行っている

ところは福岡市を含め近郊になく、皆

様に高い評価を得ている。こどもたち

も学校は嫌いでも当院には喜んで来

るという現象がみられている。 
 小児リハビリに関する研修は毎年

脳性麻痺講習が行われ、広く国内から

数十人が集まって来る。また、発達障

害、てんかん、行動療法、子育て等に

関する勉強会を毎月１回行っている。 
 学会発表・講演活動としては「広汎

性発達障害におけるてんかん」（乳幼

児痙攣国際シンポジウム、久留米）、

「てんかん治療の歴史」（日本てんか

ん協会福岡県支部）、「こどもの脳を育

む」（筑紫地区小学校長会、子育てを

考える福岡会議）などを行ってきた。 
 平成 22 年度の外来患者数はあまり

変わらないものと思われる。勉強会は

発達障害、行動療法、小児神経学等に

ついて継続する。学会・講演会等は発

達障害の原因、その他について発表し

たい。 
 今後ともこどものために役立ち、問

題を解決していく診療を目指したい。 
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昭和６３年 ３月  大野城市に「誠愛病院」開設（２１０床） 

            理事長 ･･･ 山下茂雄 

            院 長 ･･･ 山下貴史 

・結核指定医療機関、原爆被害者指定病院、生活保護指定 

昭和６３年 ７月  山下貴史理事長就任 

平成 ５年 ７月  「誠愛病院」を「誠愛リハビリテーション病院」に改称 

平成 ６年１０月  病院隣接地に「老人保健施設カトレア」を併設 

平成１１年 ７月  「訪問看護ステーション誠愛」開設 

平成１２年 ４月  「居宅介護支援事業所カトレア」開設 

          「介護老人保健施設カトレア」へ名称変更 

平成１４年 ７月  回復期リハビリテーション病棟（36 床）開設 

平成１５年 １月  黒川徹院長就任 

平成１５年 ７月  回復期リハビリテーション病棟（40 床）増設 

平成１５年１１月  医療機能評価機構認定病院として認定される 

平成１６年 ９月  Ｒ＆Ｉの長期優先債務格付けにて「ＢＢＢ」取得 

平成１７年 １月  亜急性期病棟（10 床）開設 

平成１７年 ２月  日本脳卒中学会認定教育研修病院に承認される 

平成１７年１０月  電子カルテシステム導入 

平成１８年１０月  「訪問リハビリテーション事業所」開設 

平成１８年１１月  通所リハビリテーション誠愛 開設 

平成１９年 ４月  回復期リハビリテーション病棟（40 床）増設 

メディカルフィットネス あいあい倶楽部開設 

平成１９年 ８月  黒川徹理事長就任 

平成１９年１０月  黒川徹理事長辞任 

平成１９年１１月  小野山薫現理事長就任 

平成２０年 ３月  黒川徹院長辞任 

平成２０年  ４月  井林雪郎院長就任，黒川徹名誉院長就任 

平成２１年 ３月  病院機能評価（Ver. 5）再認定 

平成２１年 ４月  日本老年医学会認定施設に認定される 

平成２２年 １月  日本脈管学会認定専門医在籍施設に認定される 

 
 
 
 
 
 
 

  沿 革 
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理 事 長   小野山 薫 

病 院 長   井林 雪郎 

診療科目   リハビリテーション科 

       神経内科 

       内科 

       整形外科 

診療時間   平 日 AM9：00～PM12：00 

           PM1：30～PM5：00 

       土 曜 AM9：00～PM12：30 

       休診日 日曜日、祝日 

病 床 数   210 床 

         一般病棟           54 床（うち亜急性期対象 10 床） 

         回復期リハビリテーション病棟 116 床 

         療養病棟            40 床 

指  定   身体障害者法、生活保護法、労働者災害補償保険法、原爆被爆者法、 

結核予防法 

認  定   日本医療機能評価機構認定病院 

       日本脳卒中学会認定病院 

施設基準   脳血管疾患等リハビリテーション料Ⅰ、運動器リハビリテーション料Ⅰ、

集団コミュニケーション療法料、一般病棟入院基本料（13 対 1 入院基本

料）、回復期リハビリテーション病棟入院料、亜急性期入院医療管理料、

療養病棟入院管理料等 

医療機器   MRI 

       ヘリカル CT 

       デジタル脳波計 

       三次元動作解析装置 

       上部消化管・大腸ビデオスコープ 

       X 線透視装置（ビデオ嚥下造影検査） 

       カラードップラーエコー 

       近赤外光イメージング装置 

その他    Ｒ＆Ｉ長期優先債務格付け「ＢＢＢ」 

 

当院は筑紫地区で唯一の脳血管疾患障害に対するリハビリの専門病院です。100 名以上

のセラピストにより幅広いリハビリを提供しています。また、併設の介護老人保健施設

カトレア、居宅介護支援事業所カトレア、訪問看護ステーション誠愛、メディカルフィ

ットネスあいあい倶楽部と連携し、患者様の退院後のケアの充実にも努めています。外

来へお越しの患者様のバスによる送迎を行うなど患者さんへのサービスの向上を図って

います。 

  病院概要 
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  関連施設 

施設 所在地 開設年月 代表窓口 受付電話 

介護老人保健施設 

カトレア 

〒816-0956 

大野城市南大利 2-7-1 

平成 6 年 

9 月 

施設長 

岩瀬 豊子 

℡ 092-595-6101 

症状の安定した高齢者(要介護者)が家庭復帰し自立した生活を送れるよう、リハビリテーション

や介護サービスを提供しています。 

当施設では、地域の方々との触れ合いが絶えない、明るく開放的な雰囲気を大切にし、楽しい生

活リハビリを通じて心身の回復を図っています。 

居宅介護支援事業所 

カトレア 

〒816-0956 

大野城市南大利 2-7-2 

平成 12 年

4 月 

管理者 

高尾 祐司 

℡ 092-595-1350 

ご利用者様が住み慣れた自宅で安心して生活を送れるように、十分な話し合いを行い、ご利用者

様の選択に基づき、適切なサービスが提供できるように他のサービス事業者や医療機関と連携を取

りながら支援を行っていきます。 

 

訪問看護ステーション

誠愛 

〒816-0956 

大野城市南大利 2-7-2 

平成 11 年

6 月 

施設長 

荒武 裕子 

℡ 092-595-8021 

寝たきり、歩行障害体力低下関節の拘縮などにより看護、リハビリが必要な状況にある方が、ご

自宅で安心して生活できることを目的としています。 

当ステーションは家庭において療養が必要な方に、住み慣れた家庭で安心して生活が送れるよ

う、かかりつけ医師の指示を受けて訪問看護師・理学療法士などが定期的に訪問し、サービスを提

供いたします。 

メディカルフィットネス 

あいあい倶楽部 
〒816-0956 
大野城市南大利 2-7-2

平成 19 年

6 月 

久保 敦 ℡ 092-595-9703 

今、話題となっている生活習慣病の予防やメタボ対策、また、健康維持のために筋力トレーニング

やプールでの水中運動指導を行っています。 

障がい者対象のあいあい教室では、ストレッチ体操や筋力トレーニング、有酸素運動で体力向上、

肥満予防を行っています。 

三光クリニック 

 

〒810-0044 

福岡市中央区六本松 

4-９-3 

昭和 54 年

3 月 

院長 

吉田 昭男 

℡ 092-713-0468 

 透析治療を目的として開設し、夜間透析にての社会復帰及び昼間透析での自立した生活の維持を

目的とします。 

透析患者のＡＤＬの低下や家族の高齢化に伴い透析通院が困難になるケースが増えており、今以

上に通院送迎を充実させて対応することを目標としています。 

定年退職された患者さんの要望を取り入れ昼間透析を実施しています。 

福岡脳血管疾患研究所  平成 15 年

4 月 
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平成 21 年 
４月 １日 入社式 

４月１４日 院内勉強会 

５月１５日 ふれあい看護体験 

５月１９日 院内勉強会 

６月１６日 院内勉強会 

７月１４日 院内勉強会 

７月２９日 夏祭りサマーコンサート 

８月１１日 院内勉強会 

９月２９日 院内勉強会 

１１月 ６日 消防訓練 

 

平成２２年 
１月 ５日 年賀式 

１月１２日 院内勉強会 

１月２７日 中学生職場体験受入 

１月２９日 院内勉強会 

２月 ９日 院内勉強会 

３月２４日 消防訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平成 21 年度 年間行事 
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部部内内活活動動  

 
医局 

 

看護部 

 

リハビリテーション部 

 

管理部 
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  医 局 
 

文責：医局長 鍵山智子 

＜理念＞ 

ひとりひとりの患者さんに質の高いリハビリテーション医療を提供すべく、生涯

学習の精神を持ち、日々の研鑽に努めます。 

＜基本方針＞ 

・ 常に新しい医療知識の修得を心がけ、患者さんから信頼されるよう人間性の向

上に努めます。 

・ 科学的根拠に基づいた医療を、分かりやすく説明し、同意の上に実行します。 

・ 医の職業倫理と患者さんの権利を念頭に、日々の診療を行ないます。 

・ 患者さん中心のチーム医療を推進するため、他職種と連携をとり行ないます。 

＜活動内容＞ 

 当院の総病床 210 床のうち、一般病床 44 床、亜急性期病床 10 床、医療型療養

病床 40 床、そして回復期リハビリテーション病床 116 床として稼動している。平

成 21 年度の入院患者総数は 663 例（うち脳血管障害 503 例、運動器 143 例、その

他 17 例）であり、病床稼働率は 90.11％であった。また外来患者総数は延べ 59,316

例（うち成人 35,614 例、小児 23,702 例）であった。 

 チーム医療の一環として、入院患者全例（延べ 69,066 名）において、看護部、

リハビリ部、福祉部といった各部署の担当者とともにカンファレンス（入院初日

転倒、新患、中間、退院）を開催している。また患者さんや家族とともにカンフ

ァレンスを開催することで、リハビリ目標や入院期間について、入院早期から明

確化させ、退院後の速やかな環境設定を行っている。平成 21 年度はこの試みを強

化させたことにより、長期入院患者数の減少や入院期間短縮（平成 20 年 122.1

日→平成 21 年 106.1 日）、回復期期限超過患者数の減少（平成 20 年 54 名→平成

21 年 22 名）を図ることが出来た。 

 平成 20 年度より開始された脳卒中連携パスには、福岡医師会方式、筑紫医師会

方式に参加し、急性期―回復期―かかりつけ医の連携を強化、パス会議の充実化

に参画している。 

 院内における教育活動として、毎週の入退院症例検討会と毎月の専門学術誌抄

読会・院内勉強会を継続的に行った。また昨年度に引き続き平成 22 年 1 月に、院

長主催で近隣開業医の先生方とともにリラックスカンファレンス開催した。今後

も年 2回の開催を予定しており、次回は平成 22 年 7 月の予定である。 

 また、平成 21 年度には、日本老年医学会認定施設と日本脈管学会専門医の認定

を 5年間受けることが決定した。 
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＜業績＞ 

（１）論文  

(今回より、論文のみ 2009 年 1 月～12 月の分としました。) 

年 種別 著者 論文題名 誌名 

2009 英文原著 Fukuda K, Yuzuriha T,

Kinukawa N, 

Murakawa R, Takashima 

Y, Uchino A, Ibayashi 

S, Iida M, Yao H, 

Hirano M 

Alcohol intake and 

quantitative MRI findings 

among community dwelling 

Japanese subjects. 

J Neurol Sci 

278: 30-34, 

2009  

2009 英文原著 Imamura T, Doi Y, 

Arima H, Yonemoto K, 

Hata J, Kubo M, 

Tanizaki Y, Ibayashi 

S, Iida M, Kiyohara Y

LDL cholesterol and the 

development of stroke 

subtypes and coronary heart 

disease in a general 

Japanese population. The 

Hisayama Study. 

Stroke 40: 

382-388, 2009 

2009 英文原著 Ishikawa E, Ooboshi 

H, Kumai Y, Takada J, 

Nakamura K, Ago T, 

Sugimori H, Kamouchi 

M, Kitazono T, 

Ibayashi S, Iida M 

Midkine gene transfer 

protects against focal 

brain ischemia and augments 

neurogenesis. 

J Neurol Sci 

285: 78-84, 

2009 

2009 英文原著 Matsushita T, Kubo M, 

Yonemoto K, Ninomiya 

T, Ashikawa K, Liang 

B, Hata J, Doi Y, 

Kitazono T, Ibayashi 

S, Iida M, Kiyohara Y, 

Nakamura Y 

Lack of association between 

variations of PDE4D and 

ischemic stroke in the 

Japanese population. 

Stroke 40: 

1245-1251, 2009

2009 英文原著 Nakamura K, Kamouchi 

M, Kitazono T, Kuroda 

J, Shono Y, Hagiwara 

N, Ago T, Ooboshi H, 

Ibayashi S, Iida M 

Amiloride inhibits hydrogen 

peroxide-induced Ca2+ 

responses in human CNS 

pericytes. 

Microvasc Res 

77: 327-334, 

2009  
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2009 英文原著 Uchiyama S, Goto S, 

Matsumoto M, Nagai R, 

Origasa H, Yamazaki 

T, Shigematsu H, 

Shimada K, Yamada N, 

Bhatt DL, Steg PG, 

Ikeda Y; REduction of 

Atherothrombosis for 

Continued Health 

Registry 

Investigators 

(Ibayashi S, 

included) 

Cardiovascular event rates 

in patients with 

cerebrovascular disease and 

atherothrombosis at other 

vascular locations: results 

from 1-year outcomes in the 

Japanese REACH Registry. 

J Neurol Sci 

287: 45-51, 

2009 

2009 英文原著 Ogata T, Yasaka M, 

Wakugawa Y, Ibayashi 

S, Okada Y 

Predisposing factors for 

acute deterioration of 

minor ischemic stroke. 

J Neurol Sci 

287: 147-150, 

2009 

2009 英文原著 Shono Y, Kamouchi M, 

Kitazono T, Kuroda J, 

Nakamura K, Hagiwara 

N, Ooboshi H, 

Ibayashi S, Iida M 

Change in intracellular pH 

causes the toxic Ca2+ entry 

via NCX1 in neuron- and 

glia-derived cells. 

Cell Mol 

Neurobiol 

30:453-60 ,2009 

2009 英文原著 Kajikuri J, Watanabe 

Y, Ito Y, Ito R, 

Yamamoto T, Itoh T. 

Characteristic changes in 

coronary artery at the early 

hyperglycaemic stage in a 

rat type 2 diabetes model 

and the effects of 

pravastatin. 

Br J Pharmacol 

158: 621-632, 

2009 

2009 英文症例

報告 

Shichita T, Ogata T, 

Yasaka M, Yasumori K, 

Inoue T, Ibayashi S, 

Iida M, Okada Y 

Angiographic 

characteristics of 

radiation-induced carotid 

arterial stenosis. 

Angiology 60: 

276-282, 2009 

2009 和文原著 緒方利安, 矢坂正弘, 

湧川佳幸, 井上  亨, 

井林雪郎, 岡田  靖 

脳内出血患者における弾性ス

トッキングによる深部静脈血

栓予防効果についての検討. 

脳卒中 31: 

10-14, 2009 

2009 和文原著 北園孝成, 熊井康敬, 

杉森 宏, 中根 博, 

鴨打正浩, 大星博明, 

井林雪郎, 飯田三雄, 

佐渡島省三 

多施設共同脳卒中データベー

ス(Fukuoka Stroke 

Registry:FSR)からみた脳梗

塞急性期症例の高血圧ならび

に慢性腎臓病(CKD)の実態. 

脳卒中 31: 

564-569, 2009 
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2009 和文症例

報告 

宮本康嗣 アトピー性皮膚炎に梔子柏皮

湯を用い症状改善を認めた一

例 

漢方研究 6: 

197-198, 2009 

2009 和文総説 

・その他 

井林雪郎 血圧測定が意味すること - 

新たなエビデンス創出にむけ

て - . 

AT-877 注 

Clinical News 

Letter 10: 巻頭

言１, 2009 

2009 和文総説 

・その他 

井林雪郎 高血圧患者の脳循環代謝と降

圧管理. 

脳と循環 14: 

23-26, 2009 

2009 和文総説 

・その他 

井林雪郎 脳梗塞急性期における血圧管

理のあり方. 

AT-877 注 

Clinical News 

Letter 11: 巻頭

言１, 2009 

2009 和文総説 

・その他 

井林雪郎 Keyword Update: 脳保護作

用. 

The Preventers 

1: 11, 2009 

2009 和文総説 

・その他 

井林雪郎 Trial & Meta-analysis: 

PRoFESS. 

臨床高血圧 15: 

68-70, 2009 

2009 和文総説 

・その他 

井林雪郎 高齢者の健康と医療〜生活習

慣病と脳卒中の話〜. 

出前講座／医

療・健康地域セ

ミナーin 二日市

（パンフレッ

ト）, 7 月 13 日, 

2009 

2009 和文総説 

・その他 

井林雪郎 Warning Signs: 危険なめま

い. 

The Preventers 

2: 7, 2009 

2009 和文総説 

・その他 

井林雪郎 ホモシステイン値は超高齢者

における心血管死予測に有用

（世界の医学誌から／BMJ). 

MMJ 5: 418-419, 

2009 

2009 和文総説 

・その他 

井林雪郎, 綾戸智恵 人生を楽しんで生きる - 人

生もリハビリも自分のスタイ

ルで！ -. 

Brain Rescue 

20: 18-21, 2009

2009 和文総説 

・その他 

鍵山智子，井林雪郎 修正可能な危険因子. 1.高血

圧. 

からだの化学 

260: 132-136, 

2009 

2009 和文総説 

・その他 

松本昌泰, 北徹, 内山

真一郎, 峰松一夫, 寺

山靖夫, 井林雪郎, 高

木誠, 北川一夫,ほか

多数 

脳血管疾患の再発に関する高

脂質血症治療薬 HMG-CoA 還元

酵素阻害薬の予防効果に関す

る研究(J-STARS). 

平成 18 年度総

括・共同研究報

告書 (2009 年、

８月発刊） 
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2009 和文総説 

・その他 

大﨑光彦, 井林雪郎 急性期脳卒中における高血糖

管理：いかに、どのタイミン

グで、いかなる患者に？ 

分子脳血管病 

8: 94-98, 2009 

2009 和文総説 

・その他 

大星博明, 井林雪郎 慢性期脳出血の管理と降圧治

療. 

Mebio 26: 

76-84, 2009 

2009 和文総説 

・その他 

大内尉義、横出正之、

楽木宏美、柏原直樹、

井林雪郎、宮崎俊一 

超高齢者の心血管病リスク管

理. 

日老医誌 46 

Suppl: 15-16, 

2009 

2009 和文総説 

・その他 

渡邊義将, 井林雪郎 高リスク患者の心血管イベン

トに対するテルミサルタン、

Ramipril または両者併用療

法の抑制効果の比較. 

脳と循環 14: 

77-80, 2009 

2009 和文総説 

・その他 

内山真一郎, 井林雪

郎, 矢坂正弘, 豊田一

則, 長尾毅彦 

心原性脳塞栓症予防に対する

抗凝固療法の現状と今後の展

望. 

Pharma Medica 

27: 127-132, 

2009 

2009 和文総説 

・その他 

豊田英司, 井林雪郎 MSW の視点から考える - 地

域連携と連携担当者教育. 

地域連携

network 2: 

26-31, 2009 

2009 和文総説 

・その他 

堀内正嗣, 松本昌泰, 

井林雪郎, 内山真一郎

脳と ARB〜RA 系抑制の意義

〜. 

Pharma Medica 

27: 103-107, 

2009 

2009 和文総説 

・その他 

井林雪郎, 岡田 靖, 

北川一夫, 稲村考紀 

日本人の脳卒中は減ったの

か？ これからの降圧治療の

意義とは？（西日本編） 

The Preventers 

西日本版 3: 

2-6, 2009 

2009 和文総説 

・その他 

井林雪郎, 寺山靖夫, 

中川原譲二, 紺野 

衆, 菊入国康  

日本人の脳卒中は減ったの

か？ これからの降圧治療の

意義とは？（東日本編） 

The Preventers 

東日本版 3: 

2-6, 2009 

2009 和文総説 

・その他 

棚橋紀夫, 松本昌泰, 

寺山靖夫, 井林雪郎 

『Stroke Expert Network』創

刊にあたって. 

Stroke-Expert 

Network 創刊準

備 3月号: 1-7, 

2009 

2009 和文総説 

・その他 

井林雪郎, 北園孝成, 

橋本洋一郎, 永田 泉, 

岡田 靖 

『全国８地区における脳卒中

診療の現状と課題』九州地区

（九州北部）座談会. 

Stroke-Expert 

Network 1(1) 5

月号: 8-13, 

2009 

2009 和文総説 

・その他 

井林雪郎、河野 威、

久門良明、永廣信治、

細見直永 

『全国８地区における脳卒中

診療の現状と課題』四国地区

座談会. 

Stroke-Expert 

Network 1(3)10

月号: 1-7, 2009
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2009 和文総説 

・その他 

横山葉子, 井林雪郎 喫煙と脳卒中. 分子新血管病 

10: 493-497, 

2009 

2009 和文著書 井林雪郎 高血圧性脳症． 今日の治療指針

2009 年版，山口 

徹 他(編)，医学

書院，東京，

p666, 2009 

2009 和文著書 横山葉子, 井林雪郎 脳卒中はどんな病気か：脳は

どうなっている？. 

よくわかる脳卒

中介護指導教

本, 畑 隆志、

蜂須賀研二

(編)，永井書店，

大阪／東京，p3−

１6, 2009 

2009 和文著書 熊井康敬, 井林雪郎 高血圧性脳症. 神経疾患最新の

治療 

2009-2011, 小

林祥泰、水澤英

洋(編)，南光堂，

東京，p323−326, 

2009 

2009 和文著書 中村晋之, 井林雪郎, 

金 大成 

データバンクにおける脳梗塞

病型別頻度と久山町における

時代的推移. 

脳卒中データバ

ンク 2009, 小

林祥泰(編)，中

山書店，東京，

p58-59, 2009 

2009 和文著書 横山葉子, 岡田靖 Q2 再発予防のための抗血栓

療法はどのように行います

か？  

脳卒中の再発を

防ぐ！知ってお

きたい Q＆A76,

橋本洋一郎他

(編),南山堂,東

京,p11-13,2009 

2009 和文著書 横山葉子, 岡田靖 Q57 無症候(ラクナ)脳梗塞に

抗血栓療法は必要ですか？ 

脳卒中の再発を

防ぐ！知ってお

きたい Q＆A76,

橋本洋一郎他

(編),南山堂,東

京,p151-153,20

09 
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（２）学会 

年 種別 演者名 演題名 学会名 

2009 

年度 

国際学会 Kurokawa T, 

Yokomizo Y, 

Lee S, Kusuda T 

Clinical features of epilepsy 

with pervasive developmental 

disorders. International 

Synposium on Epilepsy and 

Autism Spectrum Disorders and 

Related Conditions (ISEASD).  

The 12th Annual 

Meeting of the 

Infantile Seizure 

Society, Kurume, 

2009, 5 

2009 

年度 

国内学会 井林雪郎 超高齢者の心血管病リスク管理：

脳・心・腎・血管事故予防に向け

て - 脳卒中の病態と治療．＜シ

ンポジウム＞ 

第 51 回日老年医学

会学術集会, 横浜, 

2009, 6 

2009 

年度 

国内学会 井林雪郎 「慢性合併症の臨床３(大血管障

害)：脳卒中と糖尿病．＜シンポ

ジウム＞ 

第 44 回糖尿病学の

進歩, 大阪, 2010,

3 

 

（３）研究会ほか 

年 種別 演者名 タイトル 講演会など名称 開催地 月日

2009

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 心原性脳塞栓症予防の

ためのワーファリン適

正使用 

第 1回誠愛クリニ

カルカンファラン

ス (ワーファリン

クリカンセミナー) 

福岡市 4 月 

9 日 

2009

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 脳卒中 2次予防におけ

る降圧療法 

第 8回 Brain & 

Heart Attack Forum 

in Osaka 

大阪市 4 月

25 日 

2009

年度 

座談会 井林雪郎 RA 系抑制薬の新たな

大規模臨床試験 - 脳

と ARB - 

ミカルディス OPL

座談会 

東京都 4 月

29 日 

2009

年度 

研究会

講演 

黒川徹 てんかん治療の歴史 日本てんかん協会

福岡県支部第 30 回

総会記念講演会 

福岡市 4 月

29 日 

2009

年度 

座長司

会等 

井林雪郎 △特別講演(熊本大学

神経内科講師平野先

生)の座長 

第 12 回 Fukuoka 

Stroke Conference 

福岡市 5 月 

8 日 
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2009

年度 

Web 上

発表 

井林雪郎 PROFESS 脳卒中予防の

質の更なる向上へ 

インタビュー（WEB

配信）

http://www.arb-hc

tz.jp/comments.ht

ml#/profess 

松江市 5 月

14 日 

2009

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 脳卒中の病態とシーム

レス治療 

島根県脳卒中医療

連携講演会 

出雲市 5 月

15 日 

2009

年度 

座長司

会等 

井林雪郎 △開会挨拶 第 15 回認知機能障

害と脳循環研究会 

福岡市 5 月

18 日 

2009

年度 

座長司

会等 

井林雪郎 △ポスター7題座長

(BAD の session) 

第 50 回日本神経学

会総会 

仙台市 5 月

22 日 

2009

年度 

座談会 内山真一

郎、井林雪

郎、矢坂正

弘、豊田一

則、長尾毅

彦 

心原性脳塞栓症予防に

対する抗凝固療法の現

状と今後の展望 

Pharma Medica 座談

会 

東京都 5 月

23 日 

2009

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 脳卒中の病態とシーム

レス治療 

第 11 回飯塚脳卒中

座談会特別講演 

飯塚市 5 月

29 日 

2009

年度 

座長司

会等 

井林雪郎 △開会挨拶 第 2回脳循環代謝

カンファレンス

(EMINENT-Study 進

捗ミーティング) 

福岡市 6 月

12 日 

2009

年度 

研究会

講演 

渡邊義将 くすりの併用と薬物相

互作用 

第 10 回誠愛院内勉

強会 

大野城市 6 月

16 日 

2009

年度 

座談会 井林雪郎、

岡田 靖、

北川一夫、

稲村孝紀 

PREVENTERS-西日本版-

「日本人の脳卒中は減

ったのか？これからの

降圧治療の意義と

は？」 

MDS 企画(The 

Preventers 誌用） 

福岡市 6 月

22 日 

2009

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 脳卒中の病態と多面的

シームレス治療 

第 2回ポプラ脳卒

中カンファランス 

札幌市 6 月

26 日 

2009

年度 

座長司

会等 

井林雪郎 △Closing Remarks Fighting Vascular 

Events in Fukuoka 

2009 (Dr. Louis R. 

Caplan をお迎えし

て) 

福岡市 7 月 

2 日 
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2009

年度 

座談会 井林雪郎、

寺山靖夫、

中川原譲

二、紺野

衆、菊入国

康 

PREVENTERS-東日本版-

「日本人の脳卒中は減

ったのか？これからの

降圧治療の意義と

は？」 

MDS 企画(The 

Preventers 誌用） 

東京都 7 月 

5 日 

2009

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 高齢者の健康と医療 

〜生活習慣病と脳卒中

の話〜 

讀賣新聞西部本社

主催：出前講座 医

療・健康地域セミナ

ー in 二日市 

筑紫野市 7 月

13 日 

2009

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 脳卒中の病態とシーム

レス医療 

札幌市 中村記念病

院 脳研セミナー 

札幌市 7 月

16 日 

2009

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 脳卒中の病態と多面的

シームレス治療 

第 1回東区脳卒中

医療を考える会 

福岡市 7 月

17 日 

2009

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 脳卒中の病態ならびに

多面的シームレス治療

長崎市医師会学術

講演会 

長崎市 7 月

28 日 

2009

年度 

座談会 井林雪郎、

井上亨、卜

部貴夫、豊

田一則 

「TIA：その病態と治療

の変遷」 

メディカルレビュ

ー社企画「脳と循

環」座談会 

福岡市 8 月

29 日 

2009

年度 

学生講

義 

渡邊義将 心不全の薬物治療（慢

性心不全の治療を中心

に） 

名古屋市立大学医

学部薬理学講義 

名古屋市 9 月

25 日 

2009

年度 

国際フ

ォーラ

ム基調

講演 

Ibayashi 

S 

Risk factors and 

pleiotherapy of 

chronic stroke 

(45min) 

The 1st Otsuka 

Taiwan-Japan 

Joint Forum on 

Pleiotherapy of 

Chronic Stroke & 

Stroke With PAD 

Risk Management 

Tokushima 

City, 

Japan 

9 月

26 日 

2009

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 広く浅く、斜に構えた

脳卒中の多面的治療 

第 12 回福島神経疾

患治療研究会 

郡山市 10 月

24 日 

2009

年度 

座長司

会等 

井林雪郎 △閉会挨拶 第９回ブレインア

タックカンファラ

ンス 

福岡市 10 月

30 日 

2009

年度 

座談会 井林雪郎、

ほか 11 名 

専門領域におけるカデ

ュエットの可能性  

Caduet Advisory 

Meeting November 

2009  

福岡市 11 月

2 日 

2009

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 広く浅く、斜に構えた

脳卒中の多面的治療 

旭川神経カンファ

ランス研究会 

旭川市 11 月

13 日 
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2009

年度 

研究会

講演 

黒川徹 こどもの脳を育む ― 

発達の特徴と育てかた

第 152 回福岡県鍼

灸治療学会市民公

開講座 

福岡市 11 月

15 日 

2009

年度 

座長司

会等 

井林雪郎 △開会挨拶 第 16 回認知機能障

害と脳循環研究会 

福岡市 11 月

16 日 

2009

年度 

座長司

会等 

井林雪郎, 

阿部康二 

△一般演題 10「神経保

護 III」 

第 21 回日本脳循環

代謝学会総会 

豊中市 11 月

20 日 

2009

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 脳卒中の多面的治療 - 

脳卒中 GL2009 も踏ま

えて 

第１回鹿児島脳卒

中地域連携ネット

ワーク研究会 

鹿児島市 11 月

27 日 

2009

年度 

研究会

講演 

黒川徹 発達障害の病態と治療 

― 教育と医療の連携

を求めて 

福岡県筑紫地区小

学校長会 

筑紫野市 11 月

27 日 

2009

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 生活習慣病時代におけ

る脳卒中の多面的治療

四国アイランドフ

ォーラム in 徳島 

徳島市 11 月

30 日 

2009

年度 

座長司

会等 

井林雪郎 △オープニング リマ

ークス 

福岡 脳卒中治療ガ

イドライン 2009 

特別講演会 

福岡市 12 月

1 日 

2009

年度 

研究会

講演 

下川宏明、

石出信正、

井林雪郎、

小川久雄、

北風政史、

丸山幸夫 

CHART-2/SUPPORT- 

Trial パネルディスカ

ッション 

第 12 回東北心不全

協議会 ３年次報告

会 

仙台市 12 月

6 日 

2009

年度 

座談会 井林雪郎、

ほか 4名 

RE-LY 試験結果に関す

るディスカッション 

ダビガトラン アド

バイザリーミーテ

ィング 

東京都 12 月

21 日 

2009

年度 

インタ

ビュー 

井林雪郎 「新薬としての抗凝固

薬」インタビュー 

サイモン社インタ

ビュー 

大野城市 12 月

28 日 

2009

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 脳卒中の治療と降圧薬

としての今後の ACEI

の動向について 

協和発酵キリン社

内研修会 

福岡市 1 月 

7 日 

2009

年度 

NHK 出

演 

井林雪郎 きらり☆おやじ塾「寒

い時期には循環器病に

ご用心」 

NHK 福岡放送局：生

放送 

福岡市 1 月

13 日 

2009

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 メタボ時代における脳

卒中の多面的治療 

第 13 回中央区-城

南区内科開業医の

会「川端会」講演 

福岡市 1 月

13 日 
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2009

年度 

研究会

講演 

横山葉子、

楠田憲治、

井林雪郎

ほか 

単純ヘルペス脳炎後の

リハビリテーション 

第 16 回福岡脳卒中

ケア研究会 

福岡市 1 月

27 日 

2009

年度 

座長司

会等 

井林雪郎 △医療連携パスと今後

のリハビリテーション

の展開（栗原正紀先生

講演）司会 

第 17 回誠愛院内勉

強会 

大野城市 1 月

29 日 

2009

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 広く浅く、斜に構えた

脳卒中の多面的治療 

岡山脳卒中治療ガ

イドライン講演会 

岡山市 2 月 

2 日 

2009

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 広く浅く、斜に構えた

脳卒中の多面的治療 

第５回佐賀県脳卒

中予防を考える会 

佐賀市 2 月 

3 日 

2009

年度 

座長司

会等 

井林雪郎 △開会の辞 第４回

Progressive 

Stroke 研究会 

福岡市 2 月 

4 日 

2009

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 脳卒中、斜に構えた考

え方と多面的治療 

筑紫地区若手医師

勉強会 

福岡市 2 月 

5 日 

2009

年度 

研究会

講演 

黒川徹 脳を育む ― 発達障害

の視点から 

子育て問題を考え

る福岡会議 

福岡市 2 月 

6 日 

2009

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 広く浅く、斜に構えた

脳卒中の多面的治療 

第４回西埼玉

Brain Protection 

Forum 

川越市 2 月

12 日 

2009

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 脳卒中の病態と治療：

CKD を含めて 

宮崎 CKD 研究会 

step 5 

宮崎市 2 月

24 日 

2009

年度 

座長司

会等 

井林雪郎 △開会挨拶 第 3回脳循環代謝

カンファレンス

(EMINENT-Study ミ

ーティング) 

福岡市 2 月

26 日 

2009

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 生活習慣病と脳卒中の

話 

筑紫地区介護保険

事業者連絡協議会

研修会   

筑紫野市 2 月

27 日 

2009

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 脳卒中の病態と多面的

治療(脳卒中&高血圧ガ

イドライン 2009 を織

り交ぜて） 

新潟 CVD と高血圧

を考える会 

三条市 3 月

10 日 

2009

年度 

座長司

会等 

井林雪郎 △特別講演(東京大学

臨床疫学システム学山

崎先生)の座長 

コバシル学術講演

会 

福岡市 3 月

26 日 

2009

年度 

座長司

会等 

井林雪郎 △Opening Remarks (脳

卒中治療 UPDATE) 

FVE in Fukuoka 

2010 

福岡市 3 月

27 日 
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（４）査読 

年 雑誌名 査読者名 論文題名 返却月日 演者名

2009

年度 

脳循環代謝 井林雪郎 血液型と脳機能． 4 月 15 日 M.H., 

ほか 

2009

年度 

脳循環代謝 井林雪郎 Effects of adrenomedullin on 

nitric oxide production 

during forebrain ischemia 

and reperfusion in mice． 

4 月 20 日 Y.K., 

et al 

2009

年度 

J Stroke CVD 萩原のり子、

井林雪郎 

Effect of mastication on 

functional recoveries after 

permanent middle cerebral 

artery occlusion in rats. 

4 月 22 日 K.K., 

et al 

2009

年度 

J Stroke CVD Ibayashi S  

英語電子査読

Olmesartan, an angiotensin 

II receptor blocker, 

restores cerebral 

hypoperfusion in elderly 

patients with hypertension. 

5 月 8 日 R.N., 

et al 

2009

年度 

J Stroke CVD Ibayashi S  

英語電子査読

Anti-osteoporotic drugs in 

treatment of fall and hip 

fracture in disabled stroke 

patients. 

8 月 4 日 Y.S., 

et al 

2009

年度 

J Stroke CVD Ibayashi S  

英語電子査読

Pinch force prediction 

during object manipulation 

in stroke. 

9 月 28 日 Z-R.S., 

et al 

2009

年度 

J Stroke CVD Ibayashi S  

英語電子査読

Clinical characteristics of 

brain microbleeds. 

10月 13日 Y.Y., 

et al 

2009

年度 

J Stroke CVD Ibayashi S  

英語電子査読

Functional recovery after 

rehabilitation in stroke 

patients. 

11 月 1 日 B.N., 

et al 

2009

年度 

J Stroke CVD Ibayashi S  

英語電子査読

Stroke discharge destination 

after chronic 

rehabilitation. 

12 月 1 日 T.K., 

et al 

2009

年度 

J Stroke CVD Ibayashi S  

英語電子査読

Long-term results of medical 

and surgical Tx in  patients 

with moderate carotid 

stenosis. 

1 月 26 日 T.O., 

et al 
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2009

年度 

J Stroke CVD Ibayashi S  

英語電子査読

Chronic kidney disease and 

ischemic white matter 

lesions on MRI. 

2 月 23 日 W.T., 

et al 

2009

年度 

脳卒中 井林雪郎 新しい経腸栄養剤を用いた急

性期脳卒中患者栄養管理につ

いての検討 

3 月 8 日 H.T., 

ほか 
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  看 護 部 
 

文責：看護部副院長 金山萬紀子 
看護部部長  中村真紀  

 

 
＜理念＞ 
 セルフケアの再獲得とて適応促進への援助を行い、患者さんと家族の自立を目

指した看護を実践します。 

 
＜基本方針＞ 
 対象者の意志を大切にする事を念頭におき、その人が自分の生活の場で再び

生活できる（適応）よう、セルフケア能力の向上のために看護を実践する。 
 障害を受け入れ(適応)、病気の中に意味を見いだすことができるような看護を

実践する。 
 障害を持った人々の自立へ向けて、機能回復から社会への統合まで、一貫し

た看護を実践するために、日々アセスメントと介入技術の向上に努める。 
 看護の重要概念である「人間・健康・環境･看護」について研究活動を行い看

護の発展に、ひいては人々の健康と幸福のために、日々研鑽する。 

 
＜活動内容＞ 
 看護部の｢セルフケアの再獲得と適応促進への援助を行い、患者さんと家族の自

立を目指した看護を実践します｣という理念を、実践の中で具体的に展開していく

ために、平成 10 年からロイ適応看護モデル（The Roy Adaptation Model）を基

盤とした看護を実践している。 
 平成 20 年 9 月にはボストンで開催された第 9 回 RAA Conference でロイ適応

看護モデルを基盤とした電子カルテ記録についての研究が Award paper を受賞

し、その一部が平成 20 年 10 月に米国で出版された”The Roy Adaptation 
Model-Third Edition-“に紹介された。平成 22 年 2 月には、その日本版である「ザ･

ロイ適応看護モデル」第 3 版が出版された。今後も電子カルテ記録の看護介入の

評価等を臨床で展開し、さらなる充実を図りたい。 
 また、院内における教育活動としては、臨床教育を職種別（看護師･准看護師・

介護福祉士・看護助手）に継続的に行った。今年度からは、介護福祉士の受験対

策を開始し、5 名の介護福祉士の合格者を出すことができた。今後も全ての看護

助手が介護福祉士資格を取得できるよう取り組んでいきたい。 
院外における活動では、本年度より脳卒中リハビリテーション看護の認定看護

師教育が静岡県・愛知県・熊本県で開始され、当院からは熊本保健科学大学で開

催された教育課程において、生活再構築のための支援技術（金山副院長）、脳卒中

患者の運動･認知機能障害とその評価（中村看護部長）の科目について講義を担当

した。 
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（１）ＢＳＣ評価 

平成 21 年度は部門目標を「チーム医療を推進し、セルフケアの再獲得に向け、質

の高い看護を提供する。」と設定し、４つの視点（財務の視点・患者の視点・人材育成

の視点・業務プロセスの視点）から戦略的目標、項目、評価方法、評価基準を掲げ、

目標を達成するための活動を行い、12 ヶ月後に達成率を算出し評価を行った。 

 

１．財務の視点 

「強い経営体質」を戦略的目標とし、重症患者（日常生活機能評価 10 点以上）の在

院日数短縮へ積極的な取り組みを行った。評価は「回復期リハビリテーション病棟の

期限延長率」で年間累計 36 人以下を達成率 100％とした。 

回復期リハビリテーション病棟の期限延長者の年間累計は 20 名であり、目標の年間

累計 36 人以下であったため達成率 100％であった。内訳は、施設待ち 7 名、リハビリ

テーションゴール期限延長 5 名、自宅改修が間に合わない 4 名、状態悪化 2 名、薬

剤調整 2 名であった。今後はより一層、病床会議や多職種と連携を図りながら回復期

期限内での退院を推進していきたい。 

２．患者の視点 

「再発予防のための患者教育の推進」を戦略的目標とし、患者教育実施件数の増加

を目指した。評価は「患者教育実施件数」で年間累計 50 件以上を達成率 100％とし

た。 

患者教育委員会において、前年度に患者教育マニュアルを検討し、試用しながら

大幅な改訂を行った。今年度はその患者教育マニュアルを活用し、脳卒中患者やそ

の家族を対象に患者教育を実施した結果、9 月には 53 件実施し、早期に年間目標

の 100％に達成した。年間では 109 件実施することができた。多くの脳卒中患者は、

再発を繰り返さないように再発予防に努めながら生活していく必要があった。

今後も患者・家族と共に脳卒中というものを理解してもらい、患者自身で自己

管理していくという意識と、自己管理できるための患者教育を継続して行って

いきたい。 
 

３．人材育成の視点 

「人材育成と自己啓発・研鑚の促進」を戦略的目標とし、学会発表、学会参加・研修

会参加を行った。評価は「学会発表、参加・研修会参加者数」で年間累計 30 人以上

を達成率 100％とした。 

学会・研修会参加者総数は年間累計25人で達成率は80％であった。成果としては、

学会発表が 6 件、原著論文が 4 件、雑誌掲載が 2 件であった。今後も看護の質向上

を目指し、次年度も成果をあげていくよう邁進していきたい。 

 

４．業務プロセスの視点 

「安全・安心な質の高い看護の提供」を戦略的目標とし、重複転倒者数の減少に努

めた。評価は「重複転倒者数」で年間累計 50 人以下を達成率 100％とした。 
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重複転倒者数は年間累計 65 人で達成率 64％であった。転倒予防に対する検討

会を毎日実施し、対策を講じていたが、要因として、認知症患者によるものであった。

転倒発生時刻は食事の時間帯がほとんどであるため、スタッフは何らかの看護・介助

を行っている時間と重なっていた。次年度は、準夜勤務者数の増加と PHS 連動ナー

スコールシステムの導入、毎年実施している職種別院内研修で強化していきたい。さ

らに、今後も多職種と検討会や予防策を実施し、転倒しても重篤な骨折等を起こさな

いような対策も同時に行っていきたい。 
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（２）2009 年度臨床教育 

 

教育項目 対象 実施日 担当者 

理念の理解 新入職員 

(全職種) 

4/10 金山副院長 

ロイ適応看護モデル(概論) 看護師 

・准看護師 

4/21 中村看護部長 

看護記録 新入職員 

(看・准看) 

6/8 中島係長 

医療事故対策 看護師 

・准看護師 

6/10 恵良課長 

看護必要度 看護師 

・准看護師 

6/12 研修参加者（藤原･谷口） 

医療事故対策（転倒予防） 介護福祉士 

・助手 

6/23 恵良課長 

急変時の対応(実践) 介護福祉士 

・助手 

6/30 ・

10/20 

回復期･療養病棟係長 

疾患の理解と介護（脳血管障害） 介護福祉士 

・助手 

7/16 吉田係長 

疾患の理解と介護（痙攣発作） 介護福祉士 

・助手 

7/23 吉田係長 

リハビリテーション学 看護師 

・准看護師 

7/21 林副院長 

患者教育(実践･指導方法) 看護師 

・准看護師 

7/28 ・

12/15 

患者教育委員会 

疾患の理解と介護 

（大腿骨骨折・糖尿病） 

介護福祉士 

・助手 

7/30 吉田係長 

感染予防対策 全職種 8/18 上津原係長 

小児発達障害 全職種 8/21 黒川名誉院長 

ＦＩＭ 看護師 

・准看護師 

10/29 研修参加者（有吉･池嶋） 

脳神経フィジカルアセスメント 看護師 

・准看護師 

11/10・

12/18 

医師 

学会報告 看護師 

・准看護師 

11/26・

12/1 

学会発表者 

ＭＥ機器(輸液ポンプ) 看護師 

・准看護師 

11/30 株式会社トップ 

ＭＥ機器（シリンジポンプ） 看護師 

・准看護師 

11/30 株式会社トップ 

認知症看護 全職種 12/2 研修参加者 
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褥瘡スキンケア 全職種 12/9 吉村課長 

ＭＥ機器（ＡＥＤ） 全職種 12/11 株式会社フクダ電子 

災害看護（概論・トリアージ訓練） 看護師 

・准看護師 

12/16 東課長 

看護記録 看護師 

・准看護師 

2/17 記録委員会 

介護福祉士受験対策（実技） 受験者 3/1 恵良課長、吉村課長 

栄養管理 看護師 

・准看護師 

3/25 ＮＳＴ委員会 

 
＜業績＞ 

 
（１）論文 

(今回より、論文のみ 2009 年 1 月～12 月の分としました。) 

年 種別 著者 論文題名 誌名 

2009 和文

原著 
吉村綾子， 
中島峰子， 
鶴田初子 

「できる ADL」と「して

いる ADL」の差の要因に

対する看護介入の一考察 
－リハビリテーションへ

の認識と環境の相違が要

因となった一事例－ 

第 8 回（通算 21 回）

日本リハビリテーシ

ョン看護学会 学術

大会集録集，51－53，

2009. 

2009 和文

原著 
中島峰子， 
日高艶子， 
戸嶋早織， 
中村真紀 

高次脳機能障害患者の更

衣時の行為の誤りへの気

づきを促す看護介入の一

考察 
－動作誘導の口頭指示か

ら鏡の活用へ－ 

第 8 回（通算 21 回）

日本リハビリテーシ

ョン看護学会 学術

大会集録集，108－

110，2009. 

2009 和文

原著 
戸嶋早織， 
中島峰子， 
中村真紀 

強制把握によりセルフケ

ア不足をきたした患者に

対する 看護介入の一考

察 
－「左手への注意集中」

と「両上肢を使用した動

作」を用いて－ 

第 8 回（通算 21 回）

日本リハビリテーシ

ョン看護学会 学術

大会集録集， 111－

113，2009． 

2009 和文

原著 
松尾佐智子 脳血管障害患者の家庭復

帰に向けた家族教育に関

する一考察－技術獲得度

と自己効力感に焦点を当

てて－ 

第 8 回（通算 21 回）

日本リハビリテーシ

ョン看護学会 学術

大会集録集，146－

148，2009． 
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2009 和文

総

説・そ

の他 

金山萬紀子，中

村真紀，林由香，

井林雪郎，回復

期リハビリテー

ション病棟職員 

＜インタビュー＞施設訪

問 
リハビリナース，2
（3），60－63，2009

2009 和文

総

説・そ

の他 

日高艶子， 
宮林郁子， 
金山萬紀子，中

村真紀 

＜座談会＞脳卒中リハビ

リテーション病院におけ

る外来看護師に対する将

来への期待～脳卒中リハ

ビリテーション看護認定

看護師誕生を踏まえて～ 

リハビリナース，2
（3），88－92，2009．

 
（２）学会発表 

 

年 種別 演者名 演題名 学会名 

2009
年度 

国 内

学会 
佐藤麻里， 
湯本良江， 
東純子 

高次脳機能障害を伴う片

麻痺患者への車椅子移動

障害に対する看護介入の

一考察 
－座位保持困難から車椅

子駆動自立を目指して－

（口演） 

第 7 回日本臨床医療

福祉学会，埼

玉,2009,8 

2009
年度 

国 内

学会 
徳増美智子 口腔顔面失行・観念失行

により経口摂取が困難な

患者への嗜好品を取り入

れた看護介入の 
一考察（口演） 

第 7 回日本臨床医療

福祉学会，埼

玉,2009,8 

2009
年度 

国 内

学会 
吉村綾子， 
中島峰子， 
鶴田初子 

「できる ADL」と「して

いる ADL」の差の要因に

対する看護介入の一考察

－リハビリテーションへ

の認識と環境の相違が要

因となった一事例－（口

演） 

日本リハビリテーシ

ョン看護学会 第 8
回学術大会（通算 21
回），熊本,2009,11 

2009
年度 

国 内

学会 
中島峰子， 
日高艶子， 
戸嶋早織， 
中村真紀 

高次脳機能障害患者の更

衣時の行為の誤りへの気

づきを促す看護介入の一

考察 
－動作誘導の口頭指示か

ら鏡の活用へ－（口演）

日本リハビリテーシ

ョン看護学会 第 8
回学術大会（通算 21
回），熊本,2009,11 
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2009
年度 

国 内

学会 
戸嶋早織， 
中島峰子， 
中村真紀 

強制把握によりセルフケ

ア不足をきたした患者に

対する 看護介入の一考

察 
－「左手への注意集中」

と「両上肢を使用した動

作」を用いて－（口演）

日本リハビリテーシ

ョン看護学会 第 8
回学術大会（通算 21
回），熊本,2009,11 

2009
年度 

国 内

学会 
松尾佐智子 脳血管障害患者の家庭復

帰に向けた家族教育に関

する一考察－技術獲得度

と自己効力感に焦点を当

てて－（口演） 

日本リハビリテーシ

ョン看護学会 第 8
回学術大会（通算 21
回），熊本,2009,11 

 
 
（３）その他 
脳卒中リハビリテーション看護認定看護師教育課程講師 
○金山萬紀子，生活再構築のための支援技術，2009.12.1，熊本 
○中村真紀，脳卒中患者の運動・認知機能障害とその評価，2009.11.11，熊本 

 
ふれあい看護体験 
○筑陽学園高等学校 3 名，筑紫高等学校 1 名，筑紫中央高等学校 2 名，海星女子

学院高等学校 1 名，九州女子高等学校 1 名 2009.5.15(金) 9:30～15:30 

 
病院見学実習 
○特別･特定医療法人社団松涛会 安岡病院，看護師 4 名，2010.3.4（木），8:30
～17:00 

 
職場体験 
○太宰府市立学業院中学校 3 年生 5 名，2009.7.7(火)～8(水) 9:30～15:30 
○春日市立春日東中学校 2 年生 6 名，2009.1.27(水)～28(木)9:30～15:30 
○大野城市立大野南小学校 6 年生 5 名，2010.1.31(木)10:00～13:00 
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  リハビリテーション部 
 

文責：部長 渕 雅子 
＜理念＞  
患者さん個々のニーズに応じた、最大限の機能回復と質の高い日常生活活動の獲

得を目指したリハビリテーションを実践します。 

 
＜基本方針＞ 
・ 小児から成人の障害を持った方に対して、入院から在宅にいたる連携の取れ

たリハビリテーションを実施する。 
・ 発症後の亜急性期から回復期では、最大限の機能回復と活動能力の獲得を積

極的に行う。 
・ 維持期では更なる機能向上と、環境適応能力の拡大を図る。 
・ ボバース概念を基礎とした神経リハビリテーションを展開し質の高い日常

生活の獲得を目指す。 
・ 行動障害に対して応用行動分析により社会適応行動を支援する。 
・ 地域社会との連携をとりながら、ここのニーズや状況に応じた在宅復帰や社

会参加を支援する。 
・ リハビリテーションの効果の検証に積極的に努める。 
・ 臨床に根ざした学術研究および研修活動を積極的に行う。 

 
＜活動内容＞ 

2009 年 4 月 1 日現在、理学療法士（PT）65 名、作業療法士（OT）64 名、言語聴

覚士（ST）23 名、総勢 152 名で、単独施設内セラピスト数は国内でも最大級の一

つである。開設初期より脳卒中を中心とした、中枢神経疾患に対するリハビリテ

ーションを入院にて実践するとともに、外来ではその継続的リハと、脳性まひを

中心とした小児リハを実践してきた。その中では特に神経科学の最新の知見を学

びながら神経リハビリテーションの実践を行っている。最近では、国の継続的リ

ハの医療保険から介護保険への移行方針に伴い、通所リハビリテーション、訪問

リハビリテーション、メディカルフィットネスを併設し、充実したセラピストの

配属により、継続的リハの重要性を自ら実践している。 
 また、当院リハビリテーション部は、臨床・教育・研究という 3 つの柱をもと

に活動を展開している。以下それぞれについて報告する。 

 
（１）臨床 
 116 床ある回復期リハビリテーション病棟を中心とした入院診療（入院）、退院

後在宅生活をしながら機能回復・維持に努める成人に対する外来診療（外来成人）、

肢体不自由児・自閉症を中心とした発達障害児に対し、機能回復や就園・就学へ

の援助に努める小児に対する外来診療（外来小児）の 3 つの領域において、長年

専門性の確立をめざし実践してきた。昨年は専門領域への固定スタッフ配置を実
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施し、これに加えて本年度は、スタッフ少数ずつを、各専門領域や併設施設の中

でローテーションするシステムを導入した。互いの専門性や特徴を他の領域にも

生かし、質の高いリハビリテーションの追求を目指している。 
入院：3 つの回復期リハ病棟を中心に、スタッフの完全病棟専従性を目指し実施

してきた。また、回復期からの在宅復帰率の向上と共に、家庭復帰後の安全で安

心な質の高い日常生活活動のために、入院中の環境調整を含めた家庭での生活指

導に加えて、本年度は回復期病棟スタッフのうち数名が、自宅でのリハを引き続

き行うために訪問リハを実施した。このことは実際の在宅生活を回復期リハ病棟

でのリハに役立たせるチャンスとなった。 
外来成人：当院は開設当初より、継続的リハの重要性を考え、外来での積極的リ

ハを実践してきたが、先にも述べたように医療保険から介護保険への移行という

国の方針を受け、現在では当院外来リハでも少しずつ介護保険への移行を実施し

ている。しかし退院後のまだ回復途中にある患者に対しては、積極的に機能回復

と、在宅生活の安定と充実を目指し実践している。 
外来小児：長年経験してきた肢体不自由児・者へのライフステージに応じた取組

や、年々増加する発達障害児に対し、多職種での連携したアプローチとともに、

家族への介入にも力を注いでいいる。また、発達障害の増加は、当院のみならず、

近隣施設においても同傾向を示し、学校内における大きな課題となっており、学

校、保育園教師、保育士等の教育関係者への講義依頼が増えてきている（＜業績

＞（５）参照）。 

 
（２）教育   
 卒前教育機関として、学生の臨床実習を積極的に引き受け、セラピストになる

過程で重要な臨床場面での教育の一端を担っている（＜業績＞（２）参照）。卒後

教育としては、誠愛リハビリテーション病院研修会として、内外の講師を招き、

様々な領域にわたる多くの研修会を企画、実施しており、年間約 1,000 人のリハ

ビリテーション関連職種の方々の参加をいただいている。（＜業績＞（３）参照）。

また、内部職員においては、綿密な計画に基づき、年間を通じて、症例検討会、

グループディスカッション、実技練習、様々な外部研修会参加者の伝達講習など、

多岐にわたる職員教育にも取り組み、多くのスタッフの均一な質の向上に努めて

いる。 

 
（３）研究 
 当院においては、臨床の実践のみならず、その効果についての検証にも積極的

に取り組んでいる。特に、三次元動作解析装置(VICON 社：赤外線カメラ 14 台、

床反力計 6 台)や、近赤外光脳機能イメージング装置（NIRS：㈱島津製作所製）

などの先端機器を導入して、根拠に基づいたリハビリテーションの実践や効果判

定に活用している。また、九州大学大学院工学研究院機械工学部門とともに上肢

治療用ロボットの開発に取り組んでいる。さらに日々の臨床経験をまとめる作業

として事例検討を行い、これらの結果をもとに多くの学会発表を行っている（＜
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業績＞（４）参照）。 

 
＜業績＞ 

 
 （１）地域派遣業務 

活動名 派遣場所 派遣職員 活動日程 

介護予防事業   

(転ばん塾） 

春日市          

(いきいきプラザ) 

理学療法士 1 名   

（第２火） 

平成 21 年 4/28、5/19、6/9、7/14、8/11、

9/8、10/13、11/17、12/8              

平成 22 年 1/19、2/9、3/9  

介護予防事業   

（長生きがい教

室） 

筑紫野市      

（下見隣保館・京

町隣保館・岡田

隣保館・永岡隣

保館）        

理学療法士 2 名  

作業療法士 1 名  

（各年 6 回×4 ヵ

所） 

平成 21 年 5/1･7･8･12、6/5･28、7/9・14、

8/28、9/4･10･15、10/23、 11/6･10･12、    

平成 22 年 1/8･12･14･15、3/5･9･11･26 

理学療法士 1 名  

(毎週月） 

平成 21 年 4/13・20･27、 5/11･25、6/1･8･

15･29、 7/6･20･27、8/3･10･17･31、9/7･14･

28、10/5･12･26、11/2･9･30、12/7･14･21    

平成 22 年 1/4･18･25、2/1･8･15･22、3/1･8･

15･29 

作業療法士 1 名  

（毎週木） 

平成21年 4/2･9・16･23･30、5/7･14･21･28、

6/4･11･18･25、7/2･9･16･23･30、8/ 6･13･

20･27、9/3･10･17･24、10/1･8･15･22･29、

11/5･12･19･26、12/3･10･17･24         

平成 22 年 1/7･14･21･28、2/4･18･25、3/4･

11･18･25 

機能訓練事業   

（くれよんクラブ） 

春日市          

（パレット館） 

作業療法士 1 名  

（月 1 回）       

平成 21 年 4/28、5/19、6/16、7/14、8/18、

9/25、10/20、 11/17、12/15             

平成 22 年 1/12、2/2、 3/9 

作業療法士 1 名  

（第２・４水）      

平成 21 年 4/8･22、5/13･27、6/10･24、7/8･

22、8/12･26、9/9、10/14･28、11/11･25、2/9  

平成 22 年 1/13･27、2/10･24、3/10･24 

子ども療育相談 筑紫野市        

(カミーリア) 

言語聴覚士 1 名  

（第１・３水）      

平成 21 年 4/1･15、5/20、6/3･17、7/1･15、

8/5･19、9/2･16、10/7･21、11/4･18、12/2･16

平成 22 年 1/6･20、2/3･17、3/3･17 

3 歳児検診     

（ことばの相談） 

筑紫野市        

(カミーリア) 

言語聴覚士 1 名  

（第２・４木）  

平成 21 年 4/9･23、5/14･28、6/11･25、7/9･

23、8/13･27、9/10･24、10/8･22、11/12･26、

12/10･24                       

平成 22 年 1/14･28、2/25、 3/11･25 
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（２）臨床実習受け入れ養成校     

    

養成校名 PT OT ST 

朝日リハビリテーション専門学校 1     

麻生リハビリテーション専門学校     1 

医療福祉専門学校 緑生館 1 1   

大分リハビリテーション専門学校   1   

沖縄リハビリテーション学院 1     

鹿児島大学   1   

川崎医療福祉大学 1     

吉備国際大学 1     

熊本リハビリテーション学院 1 1   

高知リハビリテーション学院   1   

小倉リハビリテーション学院 1 1   

長崎大学   1   

長崎リハビリテーション学院 1 1 1 

広島大学   1   

福岡国際医療福祉学院 1 1 1 

柳川リハビリテーション学院 1   1 

山口医療技術専門学校 1     

計 11 10 4 

 
（３）平成２1 年度  ボバース講習会関連 

  

基礎講習会 A          前半：平成 21 年 6 月 22 日(月）～7 月 3 日(金）    

後半：平成 21 年 10 月 26 日（月）～10 月 31 日（金）  

コースリーダー： 誠愛リハビリテーション病院  
赤松 泰典 

 
         

基礎講習会 B 前半：平成 21 年 9 月 7 日(月）～9 月 18 日(金)      

後半：平成 22 年 1 月 18 日(月）～1 月 23 日(金）    

コースリーダー： 誠愛リハビリテーション病院 
 渕 雅子 

脳性麻痺インフォメー

ションコース 
平成 21 年 10 月 10 日（土）～10 月 12 日（月）     

講師：森之宮病院 リハビリテーション部  
部長 土井 智里 先生 
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ST のためのインフォ

メーションコース 
平成 22 年 2 月 11 日（木）～2 月 14 日(日)        

講師：森之宮病院 リハビリテーション部  
副部長 椎名 英貴 先生 他 ST チューター 

上級者講習会 平成 22 年 2 月 15 日（月）～19 日（金）        

講師：森之宮病院  
名誉副院長 紀伊 克昌 先生 

 
平成 21 年度 誠愛リハビリテーション病院研修会 

開催日 内容・講師 

平成 21 年 5 月 30 日(土）

31 日(日） 
「高次能機能研修会」              

講師：誠愛リハビリテーション病院  
リハビリテーション部 渕 雅子 他 

平成 21 年 6 月 6 日（土） 
7 日（日） 

「CVA 研修会」                  

講師：誠愛リハビリテーション病院  
リハビリテーション部 花田 美穂 他 

平成 21 年 7 月 11 日（土）

12 日（日） 
「PNF 研修会」                  

講師：福岡保健学院八千代リハビリテーション学院 
学院長 今井 基次 先生 

平成 21 年 7 月 25 日（土） 
26 日（日） 

「上肢・手研修会」                

講師：誠愛リハビリテーション病院 
リハビリテーション部  林 克樹 他 

平成 21 年 8 月 22 日(土）

～8 月 25 日(火） 
「臨床動作分析実習セミナー」           

講師：国際医療福祉大学大学院 
教授 山本 澄子 先生 
国際医療福祉大学 保健学部 
講師 勝平 純司 先生 
新潟医療福祉大学 
教授 江原 義弘 先生 

平成 21 年 8 月 29 日（土） 
30 日（日） 

「呼吸研修会」                  

講師：札幌医科大学保健医療学部 理学療法学科 
准教授 石川 朗 先生 

平成 21 年 9 月 13 日（日） 「脳生理研修会」                 

講師：国際医学技術専門学校  
副校長 久保田 競 先生  

平成 21 年 10 月 25 日（日） 「小児 自閉症関連」               

講師：順天堂大学医学部 教授 北澤 茂 先生  

NPO 法人教育臨床研究機構 中野 良顯 先生

平成 21 年 12 月 5 日（土） 
6 日（日） 

「脳卒中患者の基本ハンドリング」         

講師：誠愛リハビリテーション病院  
リハビリテーション部 林 克樹  
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平成 21 年 12 月 12 日（土） 

13 日（日） 

「人工呼吸器研修会」               

講師：札幌医科大学保健医療学部 理学療法学科 
准教授 石川 朗 先生 

平成 22 年１月１７日（日） 「ST 研修会―コミュニケーション障害研修会」    

講師：川崎医療福祉大学 医療技術学部  
感覚矯正学科教授 種村 純 先生 

平成 22 年 1 月 23 日（土） 
24 日（日） 

「環境への適応―支持面への適応・空間への適応―」

講師：藤田保健衛生大学衛生学部  
リハビリテーション学科教授 冨田 昌夫先生 

平成 22 年 1 月 30 日（土） 
31 日（日） 

「日常生活活動」                 

講師：誠愛リハビリテーション病院  
リハビリテーション部 渕 雅子 他 

平成 22 年 2 月 20 日（土） 
21 日（日） 

「小児領域」                   

講師：森之宮病院 名誉副院長 紀伊 克昌 先生 

平成 22 年 3 月 13 日（土）

14 日（日） 
「歩行分析研修会」                

講師：国際医療福祉大学 大学院  
教授 山本 澄子 先生  

 
 
 
(4)学会発表 

  

年 種別 演者名 演題 学会 

2009
年度 

国内 大田瑞穂，

渕雅子 
脳血管障害後片麻痺患者の方向転

換ステップ－股関節側方制御から

見た動的安定性の必要性 

第 44 回日本理学療

法学術大会，東京，

2009，5 

2009
年度 

国内 浜岡秀明，

渕雅子 
脳卒中片麻痺患者における歩き始

めと歩行自立度との関連性 
第 44 回日本理学療

法学術大会，東京，

2009，5 

2009
年度 

国内 田邉紗織，

渕雅子 
脳血管障害患者における立脚後期

の歩行分析－一症例における経時

的変化に着目して－ 

第 44 回日本理学療

法学術大会，東京，

2009，5 

2009
年度 

国内 坂口重樹，

大田瑞穂，

渕雅子 

脳卒中障害片麻痺患者における麻

痺側荷重時の姿勢調節－坐位側方

移動・歩行立脚期の骨盤・上部体幹

に着目して－ 

第 44 回日本理学療

法学術大会，東京，

2009，5 

2009
年度 

国内 長田悠路，

渕雅子 
片麻痺患者の座位からの歩き始め

動作における姿勢制御（第 3 報）－

なぜ片麻痺患者は立ってすぐに歩

きだせないのか－ 

第 44 回日本理学療

法学術大会，東京，

2009，5 
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2009
年度 

国内 渕雅子， 
長野浩子，

大田瑞穂 

下衣着脱動作の分析 一側下肢持

ち上げ動作時の運動力学的検証(第
2 報) 

第 43 回日本作業療

法学会，福島，2009，

6 

2009
年度 

国内 長野浩子，

渕雅子， 
田邊紗織，

大田瑞穂 

上衣更衣動作の分析(第 2 報) 三次

元動作解析装置を用いた分析 
第 43 回日本作業療

法学会，福島，2009，

6 

2009
年度 

国内 古江伸志，

林克樹， 
渕雅子， 
中尾久美香 

短時間通所リハビリテーションの

試み 
第 43 回日本作業療

法学会，福島，2009，

6 

2009
年度 

国内 吉永明史 喉頭蓋閉鎖障害における分析－嚥

下造影検査上の嚥下動態と背景因

子に着目した検討－ 

第 15 回日本摂食・嚥

下リハビリテーショ

ン学会学術集会，愛

知，2009，8 

2009
年度 

国内 林雅子， 
吉永明史 

構音運動と嚥下運動における舌機

能の比較－構音障害、嚥下障害を呈

した一症例を通して－ 

第 8 回九州地区言語

聴覚士会合同学術集

会，沖縄，2009，10

 

2009
年度 

国内 井手舞， 
大平梨栄，

操崎天聖，

吉永明史 

喉頭マイクロフォンを用いた咳反

射の分析 
第 8 回九州地区言語

聴覚士会合同学術集

会，沖縄，2009，10

2009
年度 

国内 松尾南， 
斉藤裕子 

急性脳症により重度口腔期障害を

呈した一例－食事時間短縮に取り

組んで－ 

第 8 回九州地区言語

聴覚士会合同学術集

会，沖縄，2009，10

 
 

2009
年度 

国内 渕雅子 fNIRS による前頭葉課題施行中の

脳活動の測定 
第 33 回日本高次脳

機能障害学会学術総

会，北海道，2009，

10 

2009
年度 

国内 大内田博文

渕雅子 
失語症者における言語課題施行時

の脳活動について 
第 33 回日本高次脳

機能障害学会学術総

会，北海道，2009，

10 
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2009
年度 

国内 渕雅子， 
中畑頼枝，

伊藤寿和子

廣瀬加奈子

玉那覇迅，

石川亮宏 

前頭葉関連課題施行に関する脳活

動 －前頭葉関連テストで前頭葉は

働くのか－ 

第 16 回医用近赤外

線分光法研究会，東

京，2009，10 

2009
年度 

国内 大内田博文

渕雅子， 
吉永明史，

内山千帆，

松尾南 

言語課題別にみた脳活動の違いに

ついて 
第 16 回医用近赤外

線分光法研究会，東

京，2009，10 

2009
年度 

国内 小笠原智子

渕雅子 
当院での通所リハ２年半を経て利

用者の主観的効果と利用目的の変

化－アンケートと実態調査をもと

に－ 

リハビリテーショ

ン・ケア合同研究大

会，広島，2009 

2009
年度 

国内 林真智子，

渕雅子 
当院通所リハビリテーションにお

けるリハビリの効果の検証－移動

レベルの変化に着目して－ 

リハビリテーショ

ン・ケア合同研究大

会，広島，2009 

2009
年度 

国内 坂口重樹，

大田瑞穂，

長田悠路 

寛骨臼移動術術後症例に対する理

学療法の一考察－3 次元動作解析

による歩行解析を通じて－ 

第 31 回九州理学療

法士・作業療法士合

同学会，宮崎，2009，

11 
 
 

2009
年度 

国内 平田秀則，

坂口重樹，

長田悠路 

「維持期脳卒中片麻痺患者におけ

る麻痺側体幹・上肢帯の崩れと歩行

の関係」（第一報）—メジャーとス

トップウオッチによる計測の検討

— 
 
 

第 31 回九州理学療

法士・作業療法士合

同学会，宮崎，2009，

11 

2009
年度 

国内 大田瑞穂 立位方向転換ステップの動作解析 

第 2 報－方向転換角度を増加させ

る因子の検討－ 

第 31 回九州理学療

法士・作業療法士合

同学会，宮崎，2009，

11 

2009
年度 

国内 清水裕貴，

長田悠路，

大田瑞穂，

田邉紗織 

視覚的手がかりの有無による姿勢

戦略の変化－片脚立位動作－ 
第 31 回九州理学療

法士・作業療法士合

同学会，宮崎，2009，

11 
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2009
年度 

国内 中畑頼枝，

木下美智子

久保拓哉，

渕雅子 

重篤な高次脳機能障害を背景とし

た排泄動作アプローチ－回復過程

における中核症状の変化とその介

入－ 

第 31 回九州理学療

法士・作業療法士合

同学会，宮崎，2009，

11 

2009
年度 

国内 坂田希世

子，渕雅子，

沢田大明 

事例報告－注意障害へのアプロー

チ－ 
第 31 回九州理学療

法士・作業療法士合

同学会，宮崎，2009，

11 

2009
年度 

国内 涌野広行，

大田瑞穂，

田原友紀，

鈴山久美子

長田悠路，

山下小百合

友永達朗，

渕雅子 

当院における在宅復帰における要

因 
全国回復期リハビリ

テーション病棟連絡

協議会第 15 回研究

大会，静岡，2010，

2 

2009
年度 

国内 長田悠路，

岩崎吉則，

高山優子，

木下美智子

渕雅子 

当院における回復期脳卒中片麻痺

患者の歩行自立判定因子の分析－

どのレベルに達したら病棟内歩行

フリーとするか－ 

全国回復期リハビリ

テーション病棟連絡

協議会第 15 回研究

大会，静岡，2010，

2 

2009
年度 

国内 沢田大明，

大庭優作，

井戸佳美，

赤嶺正哉，

渕雅子 

退院後の追跡調査 －回復期退院

時と１週間後のＦＩＭ変化－ 
全国回復期リハビリ

テーション病棟連絡

協議会第 15 回研究

大会，静岡，2010，

2 

 
 
（５）その他 

 

  種別 演者名 タイトル 講演会など名称 開催地 月日 

2009
年度 

講義･

実技 
渕雅子 高次脳機能障害の

評価と治療 
桑名病院職員研修

会 
新潟市 3 月 20

日 

2009
年度 

講義 渕雅子 高次脳機能障害の

評価と治療 
熊本リハビリテー

ション学院特別講

義 

熊本市 4 月 10
日 

2009
年度 

講義 渕雅子 高次脳機能障害の

評価と治療 
福岡国際医療福祉

学院特別講義 
福岡市 4 月 24

日 

2009
年度 

講義･

実技 
渕雅子 高次脳機能障害の

評価と治療 
菊野病院職員研修 南九州市 4 月 25

日 
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2009
年度 

講義･

実技 
林克樹 脳卒中の評価と治

療 
熊本ボバース研究

会 
熊本市 5 月 8、

9 日 

2009
年度 

講義･

実技 
赤松泰典 脳卒中後遺症者へ

のボバース概念 
インフォメーショ

ン講習会 
川内市 5 月 9、

10 日 

2009
年度 

講義･

実技 
渕雅子 基本ハンドリング ひらまつ病院研修

会 
小城市 5 月 9

日 

2009
年度 

講師 大石留美 自閉傾向にある生

徒への支援のあり

方 

校内研修会 筑紫野市 5 月 26
日 

2009
年度 

講義 林克樹 高次脳機能障害、

脳卒中患者の評価

と治療 

高知県 学生講義 高知市 6 月 3
日、10
日 

2009
年度 

講師 大石留美 障害児の姿を通し

ての具体的な手立

の仕方 

障害児保育研修 筑紫野市 6 月 26
日、10
月 30
日 

2009
年度 

司会 渕雅子 運動と行動の発現

に関する脳科学 
日本ボバース研究

会全国研修会特別

講演 

東京都 7 月 4
日 

2009
年度 

講義･

実技  
林克樹 ボバースアプロー

チ勉強会 
高知地域リハビリ

テーション研修会 
高知市 7 月 11

日 

2009
年度 

講義 大野浩一 言語聴覚障害学概

論�応用 
福岡国際医療福祉

学院 
福岡市 7 月 11

日 

2009
年度 

講義･

実技 
林克樹 脳卒中の評価と治

療・神経生理・手

の治療 

ボバース基礎講習

会 講師 
薩摩郡 7 月

22、23
日 

2009
年度 

講義･

実技 
赤松泰典 ボバース概念につ

いて 
佐賀整肢学園子ど

も発達医療センタ

ー院内勉強会 

佐賀市 7 月 25
日 

2009
年度 

講義・

実技 
浜岡秀明 PNF 理論、肩甲

帯・骨盤帯パター

ンとその応用 

日本 PNF 協会定

期勉強会 
大川市 7 月 26

日 

2009
年度 

講義･

実技 
林克樹 脳卒中の評価と治

療 
青雲会病院リハビ

リテーション部研

修会 

姶良郡 8 月 12
日 

2009
年度 

講義･

実技 
赤松泰典 ヒューマンムーブ

メント（正常運動）

の分析 

ヒューマンムーブ

メント講習会 
薩摩郡 8月１2

日 

2009
年度 

講義･

実技 
林克樹 脳卒中の評価と治

療 
院内研修会 下関市 8 月 15

日 
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2009
年度 

講師 大石留美 特別な配慮を要す

る生徒への対応の

あり方 

 

平野中学校校内研

修会 
大野城市 8 月 20

日 

2009
年度 

講義･

実技 
林克樹 脳卒中片麻痺患者

の治療のための基

本ハンドリング 

大浜第一病院リハ

ビリテーション研

修会 

那覇市 8 月

22、23
日 

2009
年度 

講義･

実技 
林克樹 脳卒中の評価と治

療 
青雲会病院リハビ

リテーション部研

修会 

姶良郡 9 月 5、
6 日 

2009
年度 

講義･

実技 
渕雅子 パーキンソン病に

対する評価と治療

長崎北病院職員研

修会 
西彼杵郡 9 月 19

日 

2009
年度 

講義･

実技 
林克樹 脳卒中の評価と治

療 
大山リハビリテー

ション部研修会 
米子市 9 月

19、20
日 

2009
年度 

講義 渕雅子 高次脳機能障害の

評価と治療 
北九州臨床リハビ

リテーション勉強

会 

北九州市 9 月 25
日 

2009
年度 

講義･

実技 
渕雅子 基本ハンドリング むつごろうリハビ

リテーション研究

会 

大牟田市 9 月 26
日 

2009
年度 

講義･

実技 
林克樹 脳卒中の評価と治

療・上肢と手の治

療 

河畔病院リハビリ

テーション科研修

会 

唐津市 9 月

26、27
日 

2009
年度 

講義 渕雅子 高次脳機能障害の

評価と治療 
福岡県作業療法協

会福岡ブロック研

修会 

福岡市 10 月 5
日 

2009
年度 

講義・

実技 
渕雅子 高次脳機能障害の

評価と治療 

 

秋田ボバース研究

会 
秋田市 10 月

20 日 

2009
年度 

講義･

実技 
赤松泰典 脳卒中後遺症者へ

のボバースアプロ

ーチ 

インフォメーショ

ン講習会 
福井市 10 月

31 日、

11 月 1
日 

2009
年度 

講義･

実技  
林克樹 脳卒中の評価と治

療 
院内研修会 大阪市 11 月 7

日 

2009
年度 

講義 渕雅子 高次脳機能障害の

評価と治療 
日本作業療法士協

会生涯教育講座認

定作業療法士取得

研修 

福岡市 11 月 7
日 
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2009
年度 

症例検

討会・

実技 

赤松泰典 症例検討会 佐賀整肢学園子ど

も発達医療センタ

ー院内勉強会 

 

佐賀市 11 月

28 日 

2009
年度 

講演  林克樹 高次脳機能障害 山口コ・メディカ

ル 10 周年記念講

演 

山口市 12 月 9
日 

2009
年度 

講義 林克樹 高次脳機能障害 佐賀県 学生講義 鳥栖市 12 月

10 日、

17 日 

2009
年度 

講義･

実技 
赤松泰典 成人片麻痺の

Bobath アプロー

チ 

宮崎県作業療法士

会延岡、日向ブロ

ック勉強会 

延岡市 12 月

13 日 

2009
年度 

講義・

演習 
渕雅子 高次脳機能障害の

評価と治療 
高知リハビリテー

ション学院作業療

法治療学講義 

高知市 後期 

2009
年度 

講義・

演習 
渕雅子 高次脳機能障害の

評価と治療 
広島大学医学部保

健学科作業療法専

攻講義 

 
 

広島市 後期 

2009
年度 

講義･

実技 
赤松泰典 脳血管障害に対す

るボバースアプロ

ーチ 

福岡県理学療法士

会福岡東ブロック

勉強会 

 

宇美町 1 月 23
日 

2009
年度 

講演 林克樹 中枢神経疾患の理

解とリハビリテー

ション 

地域支援事業者対

象者研修会 
北九州市 2 月 6

日 

2009
年度 

講義･

実技 
林克樹 姿勢調節と上肢機

能 
山口県ボバース研

修会 
下関市 3 月 14

日 

2009
年度 

講義 林克樹 高次脳機能障害 佐賀県 学生講義 鳥栖市 1 月 7、
28 日 

2009
年度 

講義･

実技 
林克樹 中枢神経疾患に対

するアプローチ 
院内研修会 徳山市 1 月

23、24
日 

2009
年度 

講義･

実技 
赤松泰典 ボバース概念の評

価と治療 
岡山技術専門学校

リハビリテーショ

ン研究会 

岡山市 1 月

30、31
日、2
月 13、
14 日 
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2009
年度 

講義･

実技 
林克樹 脳卒中の評価と治

療 
熊本ボバース研究

会 
熊本市 2 月

13、14
日 

 

2009
年度 

講義･

実技 
林克樹 脳卒中の評価と治

療 
クオラリハビリテ

ーション部院内研

修会 

薩摩郡 2 月

27、28
日 

2009
年度 

講義･

実技 
赤松泰典 脳卒中後遺症者へ

のボバースアプロ

ーチ 

インフォメーショ

ン講習会 
大阪市 2 月

27、28
日 

2009
年度 

講義･

実技 
赤松泰典 ヒューマンムーブ

メント（正常運動）

の分析 

ヒューマンムーブ

メント講習会 
唐津市 3 月

20、21
日 
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併設施設 

【１】通所リハビリテーション誠愛 

 
文責：作業療法課 係長 古江 伸志  

  
＜基本方針＞ 
・介護保険におけるリハビリテーションとして医療保険でのリハビリテーション

や他の介護保険サービスと連携の取れたリハビリテーションを実施する。 
・維持期のリハビリテーションとしても更なる機能向上とより自立した在宅生活

を支援する。 
・利用者自身の身体への意識づけなど主体的な健康づくりへの生活が送れるよう

に支援する。 

 
＜活動内容＞ 
平成 18 年 11 月に開設し、平成 19 年 6 月より新棟の現在の場所にて運営してい

る。 
「介護保険における外来リハビリテーション」との位置づけで午前 40 名、午後

40 名の定員で食事・入浴サービスなしの 3～4 時間の短時間通所を実施している。 
セラピストとのマンツーマンによる個別リハビリの充実のみならず、グループ訓

練、自主訓練指導など利用者自身の健康づくりへの意識づけを念頭により安心か

つ安全に在宅生活を送れるように援助を行っている。セラピストも平成 21 年 3
月現在、理学療法士 4 名、作業療法士 2 名、言語聴覚士 1 名（非常勤）と質の高

いリハビリテーションを展開できるように多くの人員を配置している。 
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＜業績＞ 

 

年 種別 演者名 演題名 学会名 

2009
年度 

国内 古江伸志，渕雅

子，林克樹，吉田

久美香． 

短時間通所リハビリテー

ションの試み． 
第 43 回日本作業療

法 学 会 ， 福 島 ，

2009，6 

2009
年度 

国内 小笠原智子，渕雅

子 
当院での通所リハ 2 年半

を経て利用者の主観的効

果と利用目的の変化―ア

ンケートと実態調査をも

とに―． 

リハビリテーショ

ン・ケア合同研究大

会，広島，2009，

10 

2009
年度 

国内 林真智子，渕雅子 当院通所リハビリテーシ

ョンにおけるリハビリの

効果の検証―移動レベル

の変化に着目して―． 

リハビリテーショ

ン・ケア合同研究大

会，広島，2009，

10 

 
 

【２】訪問リハビリテーション誠愛 

 文責：作業療法課 係長 古賀 孝治  

 
＜基本方針＞ 
・ご利用者の意思及び人格を尊重し、常にご利用者の立場に立ってサービスを提

供する。 
・ご利用者の能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、ケアプラン

に基づいた総合的ケアサービスを提供する。 
・ご利用者が明るく家庭的な雰囲気の中で快適な生活を送れるよう、笑顔を絶や

さず誠意あるサービスを提供する。 
・ボランティアやご家族との結びつきを重視し地域に開かれた施設作りを行う。

質の高い介護、リハビリ、医療を提供できるよう積極的に研修活動を行う。 

 
＜活動内容＞ 

2006年 4月に行われた介護保険改定による看護師とリハビリテーション(以
下リハビリ)職員の訪問回数制限により、一部困難になった訪問リハビリ業務

を、2006 年 10 月に訪問リハビリテーションカトレアを開設・移行した。 
2009 年 3 月に誠愛リハビリテーション病院のリハビリテーション部との業

務合併・連携強化のため、訪問リハビリテーションカトレアを閉設し、訪問リ

ハビリテーション誠愛を開設した。 
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2009 年 4 月 1 日現在、理学療法士 2 名、作業療法士 2 名で訪問リハビリを

実施し、同年 11 月より誠愛リハビリテーション病院回復期病棟退院後のフォ

ローとして回復期病棟リハビリ職員による訪問リハビリを開始した。 
訪問地域は大野城市、春日市、太宰府市、筑紫野市、那珂川町、福岡市と広

範囲で訪問している。 
対象者は介護保険ご利用者で、要支援から要介護まで、回復期病棟などの病

院退院直後から維持期の方まで幅広くフォローしている。(2009 年度の訪問件

数：4308 件) 
訪問リハビリではご利用者一人一人の状態や家庭・家屋環境に配慮し、ご利

用者やご家族の望むサービス(リハビリ)を一緒に検討する。また、安全で質の

高いサービスの提供を行えるようスタッフ間や他の事業所の方々と綿密に連

絡を取り合い包括的なサービス(リハビリ)の提供を行えるように努めています。 
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  管 理 部 
 

【１】 経理課・人事係・総務係 

文責：総務課 課長 大庭 慎也  
＜基本方針＞ 

・法令遵守を基本とした正確迅速な業務遂行 
    ・患者さんをサポートする迅速丁寧な行動力 
＜活動内容＞ 
  経理課：主として三光会の人、物、お金の流れを数値で表し財務データを作

成する業務を行っている。法令遵守、正確、迅速をモットーに業務

を行っている。 
人事係：三光会職員の給与計算、社会保険手続き等を中心とした労務管理を

行う部署。「職員が安心して働ける職場」を目指して「法令を遵守し

た公正無私」をモットーとして業務を行っている。 
  総務係：環境サービスは病院の清掃、設備保全を行っている。 

病院をご利用いただく患者さんができるだけ快適で安全に過ごせる

よう衛生、清潔、整頓を心かけている。患者さんのご意見やニーズ

によく耳を傾け、汚れたり壊れた箇所の連絡を受けたら急行するよ

う「すぐやる課」を目指す。 
送迎サービスは開院以来 20 年近く患者様さまの送迎を行ってきた。 
定期的送迎コースだけでなく、患者様の介助にあわせたきめ細かな

送迎方法で計画的に送迎を行う。これからも、安全、安心、丁寧に

患者様の通院の足としてお手伝いをさせて頂きたい。 
＜業績＞ 
① 部署内勉強会  毎月 1 回実施 
② 外部講習会  参加実績 

 

開催日 参加研修会 主催 参加者 

4 月 18 日 新入職員接遇ｾﾐﾅｰ 総合ﾒﾃﾞｨｶﾙ株式会社 2 名 

6 月 3 日 ｸﾚｰﾏｰの見極めと対応方法 株式会社 FFG ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｺﾝｻﾙﾃｨ

ﾝｸﾞ 
1 名 

7 月 17 日 平成 21 年度筑紫地区企業同

和問題研修会 
筑紫地区企業同和問題推進委

員会 
1 名 

8 月 27 日 安全運転管理者講習会 福岡県公安委員会 1 名 

9 月 16 日 産業廃棄物処理委託契約実

務講習 
(社)日本医師会･(財)日本産業

廃棄物処理ｾﾝﾀｰ 
1 名 
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11 月 6 日 社会保険事務説明会 (財)福岡県社会保険協会 1 名 

11 月 10 日 平成 21 年度筑紫地区同和問

題推進委員会総会及び研修

会 

筑紫地区企業同和問題推進委

員会 
1 名 

11 月 11 日 社会保険事務説明会 (財)福岡県社会保険協会 1 名 

11 月 16 日 特定化学物質及び四ｱﾙｷﾙ鉛

等作業主任者技能講習 
社団法人福岡県労働基準協会

連合会 
1 名 

11 月 26 日 医療安全に関するﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 厚生労働省九州厚生局 1 名 

1 月 8 日 改正育児･介護休業説明会 福岡県労働雇用均等室 1 名 

2 月 2 日 平成 21 年度筑紫地区企業･

事業同和問題研修会 
筑紫地区人権･同和行政推進

協議会 
1 名 

 

【２】医事課 

文責：医事課 課長 加藤大樹 

＜基本方針＞ 
・ 患者さんから信頼されるクオリティの高い窓口づくり 

・ 知識を共有し、全員でスキルアップを図る 

・ 健康管理に努め、明るいスマイルで患者さんをお迎えする 

 

＜活動内容＞ 
平成 21 年度は新しく以下の取り組みを行った。 

①効率的な窓口業務運営のための窓口の分割 

 ・受付窓口を①受付(再来)②会計③総合の 3箇所に分け、3人体制とした。 

・外部委託業者との連携を強め、委託業者との役割分担を明確にすることで 

患者さんや来客の待ち時間短縮に努めた。 

②入院業務と外来業務の明確化 

・入院業務と外来業務をグループ分けし、リーダー統括のもと業務運営を 

見直すことで業務を標準化した。 

  

＜業績＞ 
1）患者数と請求業務について 

 患者延人数は、外来患者 59,316 名で前年と比べ 899 名の減少、入院患者は

69,066 名で 618 名の減少となった。外来患者数減少の原因としては、長期通院

患者さんのリハビリ単位数を見直したことが考えられる。入院の病床稼働率は

90.1％で前年よりも 0.7％下がった。また誤差返戻会議で決議された取り組み

により減点率を 0.35%に抑えることができた。 
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2）研修会･勉強会等の取り組みについて  

窓口の改修と同時に、接遇力向上のため、積極的に接遇研修会へ参加した。 

また、月１回の勉強会では、自賠、労災、生保等のテーマ別に担当が発表し、

全体の知識向上、業務の標準化に寄与した。 

医療事務の専門学校（3 校）から 4 名の実習生を受け入れた。受付業務や請求

業務、レセプト提出業務などの実務を実習生に指導することにより、職員の業

務再確認や指導力向上などの良い結果を得ることができた。 

 

【３】薬局 

文責：薬局 係長 守 秀夫 

  
＜基本方針＞ 

・ 薬剤に関する情報提供を積極的に行います 
・ チーム医療の一員として、個々の患者さんに適した薬物治療を考えます 
・ 薬剤に関わる安全性の確保に努めます 

 
＜活動内容＞ 

・ 外来と病棟の患者さんのお薬の調剤・鑑査と情報提供をしている 
・ 薬剤に関する勉強会へ積極的に参加し、部署内での知識の共有を図ってい

る 
・ 外来業務として、調剤・鑑査・投薬・薬剤の管理（救急カートなど）をし

ている 
・ 病棟業務として、調剤・鑑査・薬剤の管理（救急カートなど）・服薬指導・ 

持参薬の鑑別をしている 
・ カトレア業務として、調剤・鑑査・退所指導の記入をしている 

 
＜業績＞ 

・ 外来処方箋枚数・・・・・平均 1，041 枚／月 
・ 入院処方箋枚数・・・・・平均 1，992 枚／月 
・ カトレア処方箋枚数・・・平均  309 枚／月 

 

【４】検査課検査係 

文責：検査課 課長 村瀬 朗 
＜基本方針＞ 
初めて検査される方や何度か検査をされている方でも、安心して検査を受けられ

リハビリテーションに専念できるような環境作りに心がけ、患者さんに優しい検

査室を目指します。また常に迅速なデータが提供できるよう努めます。 
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＜活動内容＞ 
患者様の検査について検体処理から検査や報告、生理検査の予約から検査実施（検

査医によるものもあり）からデータ管理までを行っている。また毎年実施してい

る BSC（バランススコアカード）については今まで出来ていなかったことや今後

の改善につながるような目標を掲げて実施計画を立てた。 
患者さまについては、前回同様に検査について説明を十分行うと共に検査からの

情報発信のため掲示板を利用し定期的に更新できるよう努めた。 

 
＜業務内容＞ 
１、院内検体検査（血球検査、尿一般検査、便潜血、血液ガス、輸血関係、皮膚

等鏡検等） 
２、外注検査（生化学、細菌検査、病理細胞診、ホルター心電図など） 
３、生理検査（心電図、エコー、脳波、など） 

※ エコーについては、頚部・心臓・腹部を行っており、すべて専門医が施行 

 
＜業績＞ 
・A 検体検査 
１、外注・・生化学 9,400 件、細菌検査 4,500 件 
２、院内・・血球検査 3,900 件、尿検査 3,3 00 件、便・その他 800 件 

・B 生理検査 
心電図検査 930 件、エコー検査(心臓 360 件、頚部 220 件、腹部 210 件)、 
脳波検査 130 件 

※ 検査の数値は大凡の値 

 

【５】検査課放射線係 

文責：放射線係 係長 坂口 龍子 

  
＜基本方針＞ 
 ・最低限の放射線量で最適な医療画像を提供するよう努力する。 
 ・個々の患者さんにとって最も有効で苦痛の少ない検査方法を検討し、 
  検査を行う。 
 ・医療事故防止に細心の注意を払う。 

 
＜活動内容＞ 
 ・撮影業務（X 線一般撮影、X 線 CT 検査、MRI 検査、VF 検査） 
・画像管理業務 
・画像コピー作製 
・委員会活動参加など 
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＜業績＞ 
・年間件数（概算） 

       一般撮影      3,500 件 
       ポータブル撮影    130 件 
       VF 検査        60 件 
       CT 検査        900 件 
       MRI 検査        540 件 

 

【６】栄養係 

文責：栄養係 係長 西山 晃 

 
＜基本方針＞ 
 ・入院患者さんの病状に応じて安全で適切な食事を提供し、病状回復の促進を

図ります 
 ・多職種と協力、連携を図り、チーム医療の一員として、栄養士の専門性を発

揮します 
 ・自己研鑽に努め、栄養と食事の専門職としての知識、精神のレベル向上を図

ります 

 
＜活動内容＞ 
 ・ペムパル（125ml：200kcal）の導入 
 ・待ち食の提供方法変更（すべて軽食を用意） 
 ・ムース食の一部導入（付け合わせ・行事食の段階から） 
 ・アイソカル２K：250ml、バックタイプを導入 
 ・待ち食の提供方法変更（配膳時間 2 時間後は軽食を用意） 
 ・患者食嗜好調査実施（７月・２月／年２回） 
 ・行事食を毎月実施 

 
<業績> 
（栄養指導件数） 
 ・年間指導件数・・・入院 169 件、外来 1 件 
（勉強会・研修会・学会発表等） 
  H21.4 月～ 安全衛生に関わる勉強会を部署内で実施（月 1 回） 

H21.7 月  食中毒講習会参加 
  H21.9 月  筑紫地区管内給食施設研修会参加 
  H22.3 月  栄養士研修会参加 
        テーマ「2010 年版日本人の食事摂取基準」 
           「慢性腎臓病（CKD）について」 
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【７】福祉課 

文責：福祉課 課長 豊田 英司 
＜基本方針＞ 

福祉課の理念である「疾病や障害等により生じる患者・家族の抱える諸問

題について院内スタッフや行政等との連携を図り、地域で再び生活できるよ

うにサポートしていく」という理念のもと以下の基本方針を掲げている。 
  ・自らの先入観や偏見を排し、患者さんを受容し、患者さんの自己決定 
   を尊重する。 
  ・患者さんとの専門的援助関係を最も大切にし、必要な情報を適切な方法、

分かりやすい表現を用いて提供し、患者さんの利益を優先する。 
  ・実践現場において最良の業務を遂行するため、互いの専門性を尊重し、他

の専門職等と連携・協働する。 
  ・最良の実践を行うために、教育、研修に参加し、援助方法の改善と専門性

の向上に努める。 
  ・専門職としての自覚を高め、地域社会との交流を行い、地域福祉の増進に

積極的に取り組む。 

 
＜活動内容＞ 

2009 年 4 月現在、ＭＳＷ9 名が、「入院担当」「外来成人担当」「外来小児担

当」「通所リハビリ担当」と分かれ業務をおこなっている。「入院担当」では、

病棟担当制を取り入れ多職種との連携を強化している。 

ＭＳＷの活動としては、入院相談窓口から始まり退院後のフォローアップま

で支援をおこなっている。日々、患者さんや家族の相談に対応し、日常生活に

関する問題、経済的な問題などさまざまな相談援助をおこなっており、障害を

抱え在宅に退院する患者が在宅生活を安心して過ごすことができるように他

職種や行政機関、地域社会との連携を図り協働して退院支援をおこなっている。

また、在宅や職場、学校での生活に不安を抱える外来患者の相談にも対応し、

よりよい社会復帰ができるように支援をおこなっている。地域との交流を図る

など地域行事には積極的に参加し、開かれた窓口（福祉課）として活動を行っ

ている。 

 

   平成２１年度 転帰先統計 
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1% 4% 5%
自宅
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<業績> 

 
（１）論文 

 

年 種別 著者 論文題名 誌名 

2009 和 文

総説 
豊田 英司 
井林 雪郎 

ＭＳＷの視点から考える －地

域連携と連携担当者教育 
地域連携 network 

2:26-31, 2009 
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患患者者動動向向 

 
平均在院患者数 

新入院患者数 

病棟別入院稼働率 

病棟別入院・転入患者数 

外来平均患者数 

外来初診患者数 

入院感患者 ＩＣＤ-10 分類別 

退院患者 ＩＣＤ-10 分類別 

ＩＣＤ-10 別退院患者平均年齢・平均在院日数 
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  ICD-10 別退院患者平均年齢・平均在院日数 
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委委員員会会活活動動  
 

医療安全管理委員会 

感染対策委員会 

事故対策委員会 

医薬品安全管理委員会 

医療機器安全管理委員会 

医療ガス安全委員会 

防災委員会 

医療ガス安全委員会 

労働安全衛生委員会 

公用車運行管理委員会 

個人情報保護委員会 

薬事委員会 

給食委員会 

カルテ開示委員会 

倫理委員会 

褥瘡対策委員会 

診療録管理委員会 

図書管理委員会 

広報委員会 

環境美化委員会 

サービス向上委員会 

輸血療法委員会 

ＮＳＴ会議 

誠愛教育委員会 
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  医療安全管理委員会 
 

文責：管理部 部長 今村洋一  

     

委員会開催日：毎月第 1月曜日 

   平成 21 年 5/11，6/1，7/6，8/3，9/7，10/5，11/2，12/7， 

平成 22 年 1/4，2/1，3/1 

 

構成メンバー：院長(委員長)、医局 2名、看護部 2名、リハビリ部 2名、 

        管理部 7名                 計 14 名 

 

活動内容： 

感染対策委員会・事故対策委員会(医薬品安全管理委員会、医療機器安全管理委員

会)・医療ガス安全委員会・防災委員会を統括し、医療安全にかかわる体制の確保

及び安全性の向上に努めている。 

また、職員への啓蒙活動である医療安全管理のための研修会を年 4回開催してい

る。 

本年度は、感染対策委員会より「感染症―輸入感染症の基礎」と「院内感染対策

としての正しい手洗いの徹底と消毒剤の適正使用について」のテーマで研修を行

った。 

事故対策委員会よりは、各部からの「事故の現状と防止策について」というテー

マで 2回に分けて研修会を開催した。 

 

結果: 

 

感染対策委員会 

 

第 1 回 

   日 時 : 平成 21 年 8 月 11 日  17 時 30 分～ 

 場 所 : 当院研修室 

   講 師 : 当院内科医師  石松 義弘 

   テーマ:「感染症―輸入感染症の基礎」 

 

第 2 回 

   日 時 : 平成 22 年 2 月 9 日   17 時 30 分～ 

   場 所 : 当院研修室 

   講 師 : 当院薬剤師  隅田 康浩 

   テーマ:「院内感染対策としての正しい手洗いの徹底と消毒剤の適正 

        使用について」 
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事故対策委員会 

 

第 1 回 

日 時 : 平成 21 年 8 月 11 日  18 時～ 

場 所 : 当院研修室 

講 師 : 看護部:上津原 珠美 リハビリ部:万庭 寛  

    通所リハ誠愛:吉田 久美香  ﾒﾃﾞｨｶﾙﾌｨｯﾄﾈｽ:久保 敦  

    介護老人保健施設カトレア:升本 欽三 

   テーマ:「事故の現状と防止策について」 

 

 

第 2 回 

   日 時 : 平成 22 年 2 月 9 日   18 時～ 

   場 所 : 当院研修室 

   講 師 : 管理部 福祉課:永留 慎也 検査課:村瀬 朗  

       放射線課:坂口 龍子     薬  局:守 秀夫  

       栄養課:西山 晃       医事課:加藤 大樹 

   テーマ:「事故の現状と防止策について」 

 

 

※要旨については、それぞれの委員会記録に記載、当院ホームページにも記載し

ている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



- 65 - 
 

 
  事故対策委員会 
 

文責：副院長 金山萬紀子  
                               院長  井林雪郎 

     
委員会開催日：第１・3 木曜日 13：00～ 

平成 21 年 4/2，4/16，5/7，5/18，6/4，6/18，7/2，7/16，8/6，8/20， 

9/3，9/17，10/1，10/15，11/5，11/19，12/3，12/17， 

平成 22 年 1/7，1/21，2/4，2/18，3/4，3/18  

 

構成メンバー：院長（委員長）、名誉院長、医局 1 名、看護部 3 名、リハビリテ

ーション部 4 名、管理部 6 名、カトレア 2 名、通所 1 名、あいあ

い倶楽部 1 名                                     計 20 名 

 
活動内容： 

① 事故分析  
   ひやりはっと・事故報告書を集計し、個々の事例に対し改善策

等を検討。 
② 医療安全研修会 

本年度は、平成 21 年 8 月 11 日、平成 22 年 2 月 9 日に院内･併設

関連施設 11 部署による研修会を開催。 

 
結果：        
  ひやりはっと･事故件数 

部署名 ひやりは

っと 

0 1 2 3 4 5 計 

医局 0 0 0 0 0 0 0 0

看護部 6 20 40 15 4 0 0 85

管理部：栄養 1 6 1 0 0 0 0 8

   ：検査 0 2 0 0 0 0 0 2

   ：放射線 1 1 0 0 0 0 0 2

   ：薬局 0 0 2 0 0 0 0 2

   ：医事 0 1 0 0 0 0 0 1

リハビリテーショ

ン部 
0 3 4 4 1 0 0 12

カトレア 0 5 12 8 6 0 0 31

       合

計 
8 38 59 27 11 0 0 143
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平成 20 年度のひやりはっと・事故報告件数 173 件に比べ 21 年度は 142
件と減少した。内訳は医局（1→0 件）、看護部（91→85 件）、リハビリテー

ション部（22→12 件）、薬局（30→2）、栄養課（21→8）、検査（0→2 件）、

放射線（0→2）、医事（0→1）であった。 
特に薬局と栄養課の事故件数が減少した。薬局での事故件数の減少要因と

して、薬剤師の増員（3 人→6 人）があげられる。これにより薬剤師の調剤

や監査業務の負担が減り、業務に集中することができ事故件数の減少につな

がったと考えられる。栄養課では、本年度から給食の委託業者が変更となっ

た。業者の変更に伴い、衛生管理の強化・作業工程の変更・マニュアルの見

直しを行った。その結果、大幅な業務改善が実施され、事故件数の減少につ

ながったと考えられる。 

 
  事故 Level 

Level0：間違いが発生し、実施されたが、なんら影響を及ぼさないもの 
  Level1：間違いが発生し、実施され、影響を及ぼした可能性があるもの、経

過観察不要なもの 
    Level2：間違いが実施され、経過観察や検査を施行する必要があったもの 
    Level3：間違いが実施され、影響は一時的であったが、確実に影響をおよぼ

したもの 
  Level4：間違いが実施され、影響が、一生残ると考えられるもの、又は、死

亡のおそれがあったもの 
Level5：間違いが実施され、患者が死亡したもの 

 
研修会： 

第 1 回事故対策研修会 
   日時：平成 21 年 8 月 11 日（火）、17：30～18：30 
   場所：誠愛リハビリテーション病院 新棟研修室 

    
   「平成 20 年度 看護部事故報告のまとめ」    

看護部 ３病棟 係長 上津原 珠美 

 
平成 20 年度に提出された事故報告は、「転倒・転落」事故が最も多く

全体の77％（300 件）を占めていた。その内、転倒による骨折件数は4 件。

転倒件数は、平成 19 年度に比べ 10％減少していた。 
その他の事故は、処方に関するもの 2 件、与薬（内服・外用）25 件、

与薬（注射・点滴）4 件、処置 1 件、ドレーンチューブ類の使用 25 件、

食事と栄養 10 件、排泄の介助 1 件、移送 1 件、環境整備 1 件、その他

9 件。 
転倒・転落事故の次に多いドレーンチューブ類の使用の事故内容は、ミ

トンを使用しているにも関わらずチューブを抜去していた。ミトンや抑制
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帯、注入時の体位などの検討を行っているが、件数の減少にはいたってい

ない。今後、重点的に対策を検討していきたいと考えている。 

 
  「リハ部における事故対策」  

リハビリテーション部 理学療法課 係長 万庭 寛 

 
今回のリハ部からの事故対策の発表は、過去2 年間の各月ごとの事故発

生の比較を通し、その特徴や傾向を分析した。その結果、平成20年度（平

成19年8月～平成20年7月まで）と比較し平成21年度（平成20年8月～平成

21年7月まで）は減少している傾向（平成20年度全体発生件数85件・平成

21年度全体発生件数52件）があった。月ごとの比較では、ある特定の月に

増加傾向が見られ、特に平成20年度は、その原因として新人職員が稼動す

る時期や入院、外来成人、小児、在宅訪問、通所リハなどの各部門体制の

人事配置の変更時期に増加が見られた。しかし、平成21年度は、新人職員

の入職者がいなかった為か、4月から7月の転倒・転落事故の発生件数は0

件と平成20年度（14件）に比較し著しく低下傾向にあった。 

経験年別の発生件数の比較では、3年目以内の経験年数の浅いセラピス

トが全体の68%の発生率で経験年数が増し熟練するに連れて発生件数は少

なくなる傾向にある。しかし、10年目以上のセラピストでさえ事故は発生

しており（全体の10%）リハ部全体で事故に対する意識を高める必要があ

る。 

これらの事故対策として、リハ部は以下の5つの取り組みを実施するこ

とで、新たな事故発生を最小限に留める取り組みを行っている。 

①  事故発生当日事故発生者が事故報告を作製する。 

② 事故発生内容に従い各部門の責任者が事故発生原因の確認と対策を

検討する。 

③ 事故件数が続く傾向を示した場合は、朝のリハ部内の朝礼で、事例

をあげ再発予防の注意を促す。 

④ リハ部内で年間2 回これまでの事故発生傾向、事例紹介や事故原因、

対策、今後の注意点についてなど勉強会を開催し、事故に対して意

識付けを行う。 

⑤ 各部門ごとにこれまで発生した事故の発生状況や主な事故の原因、

これまでの対策や問題点などをまとめて発表することで各部門ご

との事故の特徴を再認識し新たな対策に当てる。 

 

   「通所リハビリテーション誠愛事故報告のまとめ」 
 通所リハビリテーション誠愛 作業療法士 吉田 久美香 

 
  通所リハビリテーション誠愛（以下、通所リハ）では、平成 18 年 11 月の

開設以来、13 件の転倒・転落事故報告がなされている。 



- 68 - 
 

事故発生の特徴としては、『椅子への座り動作、トランスファー（移乗動

作）時』に多く発生しており、「長時間坐った後の立ち上がり動作や歩き始

め」や「椅子等へ腰掛けようとした」時が転倒しやすい状況といえる。特に

「腰掛け動作」では、自分の足でゆっくりと体重を支えながら座ろうとする

ことができずに尻もちをつく傾向がみられた。また、「トイレのスイッチを

消そうとして後方へ手を伸ばしたところ転倒した」「歩行中、方向転換をし

ようとして転倒した」など、『身体を捻る動作が加わる』ことでバランスを

崩し、転倒へつながっていることも特徴といえる。環境面では施設･自宅の

玄関･出入り口にある足拭きマットや段差が存在することや、内⇔外という

環境の変化に伴った転倒がみられている。 
通所リハでは脳卒中の方だけでなく、パーキンソン病や骨折、認知機能の

低下した方など様々な疾患を有する方がご利用されている。一人でも多くの

ご利用者の方に安全に、かつ、より積極的にリハビリに取り組んでいただく

ため、転倒・転落事故を防ぐための対策に取り組んでいる。今回の事故分析

において今後さらに強化する項目として、①スタッフ一人ひとりの知識・技

術の向上のための教育･指導の機会の充実、②送迎バスの乗降時や自主訓練

時など、人の動く状況に応じた危機予測に基づいたスタッフの行動の徹底、

③ご利用者の方の疾病状況や健康状態といった情報の共有及び伝達、④転

倒・転落事故防のための環境整備、の４点を挙げ今後の事故対策として取り

組んでいきたい。 

 
「メディカルフィットネス あいあい倶楽部の事故安全対策」 

メディカルフィットネス 課長 久保 敦 
1. はじめに 
（1） 平成19 年6 月にオープンしたあいあい倶楽部では、現在（平成21年

7月末）までに13,600人（1 日平均26人）の方が利用されている。 
（2） あいあい倶楽部も病院の事故対策・対応に準じて行動するが、他のス

ポーツ施設でおきている事故を参考に危険行動・箇所には、特に注意し

ている。 
（3） 現在まで大きな事故はないが、施設・指導・システムに対するクレー

ム・要望があっているので、その内訳と対処・改善を報告する。 
2. あいあい倶楽部の利用者 
（1） 当倶楽部の主旨・規約を理解し、入会を希望される方 
（2） 身体的・精神的に自立して施設・設備を利用できる方 
（3） 現在の会員内訳は、当院外来患者（34％）、患者家族（7％）、一般（37％）、

職員（18％）となっている。一般のスポーツ施設に比べ疾患、障害を

有する方、高齢者が多い （70 歳以上24％）。 
3. あいあい倶楽部での危険の察知 
（1）運動に伴う変調・状態変化 

a.運動前後のバイタルチェックや運動中の顔色等をうかがうことで体
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調や状態変化を把握する。 
ｂ.運動強度や頻度については、運動中脈拍やＲＰＥ（主観的運動強度）

を指標に指導を行っている。 
ｃ.基本は無理をさせない！ 

（2）施設内、機器使用についての注意 
a. 初回利用時のオリエンテーション（施設利用方法、正しい機器の使

い方、プールサイド、シャワールームでの転倒注意） 
ｂ. 会員、利用者への積極的な声かけ（説明と同意） 

（3）転倒予防 
a. 障がいを有する方、高齢者への対応として、セラピストとトレーナ

ーのダブル担当制で、身体状況把握、フィットネスメニューの提供

を行っている（月1 回全体ミーティング） 
4. あいあい倶楽部へのクレーム・要望への対応 
（１）スタッフの指導技術向上に取り組んでいる（月1 回スタッフ学習会の

実施）。     
（２）会員満足度調査を実施し、改善に取り組んでいる。 

 
「カトレアでの転倒転落事故予防における情報の共有について」 

介護老人保健施設カトレア 介護福祉士 升本 欽三 

 
カトレアでは全職員が目を通す「朝の申し送り票」がある。これは朝の

申し送りに参加したリハビリ職員が作成しており全部署にコピーを配布

し情報を伝えるという仕組みとなっている。記載内容は利用者の体調変化、

行動、事故及びその対策、業務連絡などで閲覧した職員はサインをするよ

うになっており、全部署からの情報を毎日各部署の職員が共有できるよう

になっている。 
    次にカトレア介護課における情報の共有についてだが入所サービスでは

ヒヤリハットも含めた転倒転落事故を一つでも減らすために色々な対策を

行っている。今回はその中で入所者情報を介護課全員に認識させるために

作成した「発見ノート」、「ご利用者情報ノート」について紹介する。 
発見ノートは特に記述様式を決めていない為、報告書形式だと面倒、書

きにくい等の理由で報告が遅れるようなことも簡単に書けるため、より多

くの情報が記載され、利用者の行動などを詳しく把握できるメリットがあ

る。記載内容は日付、利用者の氏名、時間、内容、発見者であり書き方は

絵を描くなど自由としている。日勤帯は黒、深夜帯は赤、準夜帯は青と時

間帯により色を変えて記載している。 
    続いて入所者情報ノートについてだが内容としては氏名、年齢、病名、

食事、排泄等の ADL、転倒リスクなどの情報を分かりやすく記載し居室ご

とに分けて保管する。新人などはカルテの内容を把握していないため「ど

こを見ていいのか分からない」「色々なところに記載されているので見つけ
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るのに時間がかかる」などの問題があったが、このファイルにより利用者

の色々な情報を得られやすくなっている。その後利用者情報追加があった

際は新しい情報を記載したのち、一週間クリアファイルに入れ、新しい情

報として得てもらうようにしている。要注意点は、赤い字で記載するなど

の工夫も行っている。 
    今後も利用者の情報に変更があった際に全ての職員が素早く情報を得る

ことができ、それを事故防止に繋げることができるよう検討していく。 

 
参加人数：195 名 

 
第 2 回事故対策研修会 

   日時：平成 22 年 2 月 9 日（火）、17：30～18：30 
   場所：誠愛リハビリテーション病院 新棟研修室 

 
「福祉課における事故対策について」 

 福祉課 ソーシャルワーカー 永留慎也 

 

福祉課では、患者様に対して医療行為や介護を行うことがない為、事故

やヒヤリハットが発生することはほとんどない。したがって、今回の事故

対策では福祉課の業務でおこり得るトラブルについて、特に日々取り扱っ

ている書類についてのトラブルについて検討したい。 
＜福祉課が取り扱っている書類＞  
・ 介護保険主治医意見書 
・ 身体障害者手帳診断書・意見書 
・ 年金診断書 
・ 装具・車椅子等処方箋・意見書 
・ 装具医証 
・ 障害者自立支援主治医意見書 
・ 介護サービス照会 
・ 特別障害者手当認定診断書 
よく取り扱う書類は上記に挙げた書類になるが、書類完成に至るまでに

様々な問題が発生している。書類にはそれぞれ期限があり、完成までに時

間がかかると患者さんが日常生活を送るうえで必要なサービスが受けら

れなくなるという事態が発生する場合もある。 
＜完成までに挙げられる問題点＞ 
・ 書類の記載完了までに時間がかかる  
・ 依頼部署へ回した際の書類の紛失  
・ 患者さんの受診日程がうまく調整つかず時間がかかる  
・ かかりつけ医が当院ではない場合の診察日程等の調整の遅れ  
・ 記載漏れによる遅れ  



- 71 - 
 

このような事項が挙げられる。患者さんに迷惑がかからないよう、様々

な工夫をして書類を取り扱っているが、未だ起きている問題であり苦情を

受ける問題となっている。今後、更なる改善に対しての検討に取り組んで

いきたい。 

 
「医療機器安全管理について」  

検査室 医療機器安全管理者 村瀬 朗 

 
今回事故対策委員会時に併せて行っている医療機器安全管理委員会か

ら、医療機器の使用にて起こりうる事故等のトラブルを未然に防ぐ為に、

国の制度とそれに沿った病院での取り組みなどを報告する。 
医療の安全は最優先で取り組む課題として、医療機器の面からの安全確保

のために医療機器安全管理の制度が義務付けられ内容としては次の通り

である。 
①医療機器安全管理者の配置 
研修会の実施、保守点検計画の策定、情報の収集等 

②医療機器の保守点検 
保守点検計画に沿った実施 

③安全の為の研修会の実施 
研修会等の実施、外部参加、記録作成等 

このような制度を報告することで、医療機器の安全使用について関心が高

まると考えられる。 

 
「放射線室における事故について」   

放射線 係長 坂口 龍子 

 
今回の放射線室からの事故対策の発表は、過去に放射線室で発生した事

故の内容および対策についての報告を行う。 
放射線室には MRI 装置、X 線撮影装置、CT 装置、X 線透視装置、ポ

ータブル撮影装置の 5 種類の装置があり、これらの装置によって事故の内

容も大きく異なっている。また、事故の内容は装置に関連したものだけで

なく情報伝達時のミスなども発生しており、その都度対策を講じてきてい

るが、ちょっとしたミスが大きな事故に繋がりやすい環境である。 
今回の発表で職員の皆さんに放射線室の事故内容について認識を深め

ていただき、情報の共有等さらなる協力のもとで事故対策に取り組んでい

きたいと考えている。 
 

「従業員に対する医薬品の安全使用のための研修会」  
薬局 係長 守 秀夫 
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今回、薬局からの事故対策の発表は、改正医療法で定められている「医

薬品安全管理責任者から従業員への医薬品の安全使用」に関する研修会と

した。 

平成１９年４月、改正医療法の施行により、医薬品の安全管理体制が義

務付けられ、その中に「従業員に対する医薬品の安全使用のための研修」

が義務付けられた。 

今回の研修では、医薬品安全管理責任者の立場から、医薬品安全管理で

義務付けられているテーマに対する当院での現状と今後の課題について、

医薬品安全管理体制を確立するために、医薬品の安全使用のための管理サ

イクル（PDCA サイクル）に当てはめ検討を行った。 

「医薬品の安全使用のための PDCA サイクル」とは、Plan・Do・Check・

Action の４項目からなる病院内で医薬品が安全に使用されるためのサイ

クルのことである。 

１）Plan にあたる、医薬品安全管理責任者の配置・医薬品業務手順書の作

成だが、ともに課題はクリア出来ている。 

２）Do にあたる、医薬品業務手順書の基づく業務の実施だが、まずは薬局

スタッフへ更には、医薬品に携わる院内各部署のスタッフへの医薬品業

務手順書の内容の周知徹底が今後の課題である。 

３）Check にあたる、確認と記録だが、現在薬局スタッフだけで行ってい

る手順書の確認と記録の作業を病院全体の医薬品の安全管理がより円

滑に行えるように、関連部署と連携し確認を行っていくことが今後の課

題である。 

４）Action にあたる、改善の為の方策の実施と医薬品業務手順書の改定だ

が、今後も事故対策委員会と医薬品安全管理委員会を併催し、事故発生

時や必要時に事故を未然に防げるような手順書となるように、各部署と

連携して内容の随時改定を行いたいと考えている。 

 
「栄養係における事故発生状況とその対策について」  

栄養係 係長 西山 晃 

  
栄養係では、過去 4 年間の事故発生状況と事故原因について分析を行っ

た。その分析結果とそれぞれの事故発生要因に対する対策及び今後の課題

について説明する。 

 

１．事故件数及び事故原因 

①H18 年～H21 年の事故件数（累計：51 件） 

②事故原因 

 （異物混入/37 件 オーダ受け取りミス/8 件 配膳ミス/2 件  

窒息/2 件 その他/2 件） 

２．それぞれの事故原因に対する対策について 
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①異物混入   

・衛生教育の実施 

・安全な食事提供についての勉強会の実施 

・物理的対策 

     ②オーダ受け取りミス  

     ・ダブルチェック体制の強化 

     ③配膳ミス 

     ・電子カルテにアレルギー患者一覧表を導入、配膳チェック時に使用 

     ・禁止食品患者の食事はトレーの色を替え、設置場所を一定の位置に 

する 

     ④窒息 

     ・食事形態マニュアルの作成及び再確認、嚥下障害についての勉強会      

を実施 

     ・リハビリ部にパンの摂食評価を依頼 

３．今後の課題 

   ・スタッフ一人ひとりの安全衛生に対する意識向上のため定期的な教

育、指導の機会を充実させていくこと 

   ・厨房内の環境整備（施設・設備の改善） 

   ・他部署との協力体制を強化 

 
「窓口業務で発生しやすいミスの防止策について」  

医事課 課長 加藤大樹  

 

医事課の窓口業務は、患者さんの受付、請求書の発行、書類の受け渡し、

カルテの管理等、患者さんとのやり取りの中で個人情報が関わることや、

お金の受け渡しなど、料金が発生することが多々ある。医療現場のように

直接命に関わることではないにしても、病院への信頼、患者サービスの観

点から間違いがあってはならない業務である。患者さんから信頼される質

の高い窓口業務が行えるよう、医事課ではこれまで起こった事故、起こり

そうになった事故のケースを分析し、その改善を行っている。 

【項 目】 

1.出来上がり書類のお渡し方法について 

～申込者と受け渡し相手の取り違え防止～ 

2.受診後の請求書お渡し方法について 

～患者さんの取り違え防止～ 

3.電子カルテの受付方法について 

～同姓同名患者の確認方法～ 

 
 参加人数：168 名 
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  医薬品安全管理委員会 
 

文責：薬局 係長  守 秀夫 

     
委員会開催日：毎月１回 第３木曜日 

 平成 21 年 4/16，5/18，6/18，7/16，8/20，9/17，10/15，11/19，12/17， 
平成 22 年 1/21，2/9，2/18，3/18  

 
構成メンバー：院長（委員長）、名誉院長、医局 1 名、看護部 3 名、リハビリテ

ーション部 4 名、管理部 6 名、カトレア 2 名、通所 1 名、あいあ

い倶楽部 1 名                                     計 20 名 

 
活動内容： 

・ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の見直し 
・ 医薬品の業務手順書に基づく業務実施の定期確認 
・ 従業者に対する研修の実施 

 
研修会：        
  医薬品の安全使用に関する従業者に対する研修会の開催  
  (平成 22 年 2 月 9 日) 
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  医療機器安全管理委員会 

 
文責：検査課 課長 村瀬 朗 

委員会開催日： 

毎月第一木曜日 13：00～（事故対策委員会の中で開催） 
平成 21 年 4/2，5/7，6/4，7/2，8/6，9/3，10/1，11/5，12/3， 

平成 22 年 1/7，2/4，3/4  

 

構成メンバー：院長（委員長）、名誉院長、医局 1 名、看護部 3 名、リハビリ

テーション部 4 名、管理部 6 名、カトレア 2 名、通所 1 名、あ

いあい倶楽部1名                                 計20名 

 

活動内容： 

今まで不定期に開催してきた委員会を今年度から定期的に行い、医療機器の点検

整備計画の充実を図るとともに、医療機器の安全性に係る情報を集め必要に応じ

て発信を行った。また各部署の職員が機器の安全に関する意識が高まるよう研修

会の開催を行った。 

 

研修会： 

・院内実施研修会 
輸液ポンプの使用法と管理 ：平成 21 年 7 月 1 日 
新規導入医療機器についての研修会（ABPM） ：平成 21 年８月 5 日  
シリンジポンプの使用法と注意 ：平成 21 年 11 月 30 日 
医療機器安全対策講習会（AED） ：平成 21 年 12 月 11 日 
医療機器安全対策院内研修会 ：平成 22 年 2 月 9 日 

・院外参加研修会 
平成 21 年度 医療機器安全基礎講習会 ：平成 21 年 6 月 27 日  
第９回医療機器安全対策研究会 ：平成 22 年 2 月 20 日 
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  院内感染対策委員会 

 
文責：副院長 楠田 憲治 

     

委員会開催日：毎月第 2火曜日 13:40～ 

   平成 21 年 4/14，5/12，6/9，7/14，8/11，   

9/8，10/13，11/10，12/8， 

   平成 22 年 1/12，2/23，3/8，3/17 

 

構成メンバー：医局 2名（院長、副院長）、看護部

7名（看護部長および各病棟および外来からそれぞ

れ 1名）、管理部 4名（管理部長、検査課 1名、薬

局 1名、栄養課 1名）、リハビリ部 1名、計 14 名 

 

活動内容： 

院内感染の予防に留意し、感染症発生の際には拡大防止のため、その原因の速

やかな特定・制圧・終息を図る。このため、組織の有効活用と職員一人ひとりの

マニュアルの遵守等を徹底し、院内感染対策に努める。 

 

結果：        

本年度は当院においても新型インフルエンザが猛威をふるった。平成 21 年 9

月に職員 2名が新型インフルエンザに罹患したのに続き、11 月には疑い例も含め

職員 19 名、入院患者 1 名が新型インフルエンザに罹患した。その後、平成 22 年

1 月の 2 名を最後に新型インフルエンザの院内発症はみられなかった。今年度は

外来患者 1 名、入院患者 1 名が肺結核に罹患していることが判明したため、筑紫

保健事務所に報告の上、結核治療医療機関に入院させた。 

今年度、MRSA 陽性入院患者は 9名～15 名で推移した。そのうち、感染症状がみ

られた者は 0 名～2 名であったが、平成 21 年 9 月以降は 0 名であった。その他、

ノロウイルス感染症が 2 名、疥癬が 2 名、百日咳、流行性角結膜炎がそれぞれ 1

名みられた。 

本年度も、院内感染対策講習会が全職員を対象として２回行われた。平成 21

年8月11日には当院内科常勤医の石松義弘先生が「感染症―輸入感染症の基礎―」

について講演した。平成 22 年 2 月 9 日には当院薬局薬剤師の隅田泰浩が「院内感

染対策としての正しい手洗いの徹底と消毒剤の適正使用について」について講演

した。 
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  防災委員会 
 

文責：総務課 課長 大庭慎也  

     
委員会開催日：必要に応じ随時  
   平成 21 年 11/11 

 
構成メンバー：院長（委員長）、管理部４名  

 計５名  

 
活動内容：火災通報・消火・避難訓練の計画を立 

  案し、その実施を行う。 

 
平成２１年度の第１回目として下記消防署のもと、夜間を想定した夜間勤務者

による総合・合同訓練を行った。 
 第２回目として各部署代表者を中心とした部分訓練を実施した。 
 その他、毎月１回の消防用設備点検の実施を行っている。  

 
結果： 
 第１回消火・避難訓練 
   日時：  平成２１年１１月１６日（金） １７：３０～ 
   訓練内容：総合訓練（火災通報訓練・消火訓練・避難誘導訓練） 
        消防署との合同訓練（梯子車・照明車の出動依頼） 
        （春日・大野城・那珂川消防本部） 
        ３Ｆディールームより救出者３名～４名を想定し、梯子車にて

救出活動を行った。 
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 第２回消火・避難訓練 
   日時：  平成２２年３月２４日（水） １７：３０～ 
   訓練内容：部分訓練（火災通報訓練・消火訓練・避難誘導器具の使用訓練） 
        ヤナセファイテックの協力により部分訓練を行った。 
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  医療ガス安全委員会 
  

文責：総務課 課長 大庭慎也  

     
委員会開催日：年１回８月に開催  
   平成 21 年 8/6 

 
構成メンバー：院長（委員長）、看護部８名、 

管理部２名、薬局１名                   

計１２名  

 
活動内容：医療ガスの保守点検  

 
結果：①毎日の点検は各病棟で実施している。 
   ②医療ガス機械室については、総務課にて毎日の点検を実施し、 
    記録を残している。 
   ③平成２１年８月１９日～８月２０日に医療ガス設備の保守点検を実施。 
    （業者）    株式会社 朝日酸素商会 
    （点検結果） ・吸気フィルター・呼吸栓・安全弁・Ｖベルトの４点を

交換 
           ・吸引ポンプ逆止弁内部パッキンの交換 
           ・他は特に異常なし 
   ④平成２０年度の質疑にでた問題点の結果報告 
            （質疑） 
           ・酸素ボンベの新品を使用する際、ラベル標示がないも

のがある 
            （結果報告） 
           ・業者による新品・空ラベルの貼り付けを実施 

 
            （質疑） 
           ・ボンベの栓が固い 
            （結果報告） 
           ・栓が固いボンベについては、全て新しい栓と交換を実施 
   ⑤今後の要望  
           ・緊急時の対応として、車椅子に乗るようなボンベとボ 

ンベハンガーを設置してほしい。（救急車以外での搬時） 

 
 
 



- 80 - 
 

 
    労働安全衛生委員会 
  

文責：管理部 次長 樗木理恵子 

     
委員会開催日： 
毎月第２週木曜日  13：30～14：30  

   平成 21 年 4/9, 5/14, 6/11, 7/9, 8/6, 9/10, 

 10/8, 11/12, 12/10, 

平成 22 年 1/14, 2/12, 3/11 

 

計 12 回開催 

  
 
構成メンバー： 

医局１名(産業医)、管理部 4 名(うち衛生管理者１名)、リハビリ部２名 
看護部２名(うち衛生管理者１名)、カトレア 1 名、 
居宅介護支援事業所１名、訪問看護ステーション１名             

計 14 名 

 
活動内容： 

労働安全衛生法 第 19 条に基づき、労働災害ゼロ、職員のための快

適な職場環境の推進、健康増進の推進を目的に活動している 

 
 
結果：  

① 年度初に年間安全活動計画を立案し、計画に基づき実施している 
② 毎月、会議において前月発生した業務上災害等の報告、予防対策の

検討等を行っている 
③ 安全かつ衛生的な職場環境の維持増進のため、チェックリストに基

づき、2 名の衛生管理者は毎月職場の巡視を徹底 
④ 雇い入時健康診断及び定期健康診断の結果に基づくフォローアッ

プの徹底 
⑤ 平成 21 年度は「年次有給休暇の取得率の調査監視」を目標とし今

年度の取得率の実績は平均 54.6%であった 
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  公用車運行管理委員会 
 

文責：介護老人保健施設カトレア  
総務課 内田文宣 

 
委員会開催日：月１回木曜日  17:30～18:00 

平成 21 年 4/2，5/7，6/4，7/2，8/6，9/3，10/1，11/5，12/3， 
平成 22 年 4/7，2/4，3/4 

 
構成メンバー：管理部 2 名、リハビリ 1 名、福祉部 1 名、訪問看護 1 名、 
       カトレア 1 名、居宅 1 名 

計 7 名   

 
活動内容：公用車を利用するにあたり、事故の無いよう安全運転や運転時のマナ

ーなどを励行していくための取り組みを行う。 

 
     患者および利用者の送迎時における安全運転の徹底および、そのため

のルール作りを行う。 

 
     病院および施設で発生した事故報告を検証するとともに、他病院や他

施設が起こした重大事故に関しても事例を取り上げ、なぜ事故が発生

したのかの検証を行う。 

 
 
結果：事故報告に対し、なぜそのような事故が発生したのかを検証することによ

って、再発防止に努めるとともに、各部署への周知徹底を行った。 

 
   患者および利用者の送迎時における運転手の安全運転の徹底を継続して行

った。 
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  個人情報保護委員会 
 

文責：管理部 部長 今村洋一 

     
委員会開催日：随時 
   平成 21 年 4 / 1，7 / 14 

 
構成メンバー：管理部長(委員長)、医局 1 名、看護部 2 名、リハビリ部 3 名 

管理部 5 名、カトレア 1 名 
            計 13 名 

 
活動内容：「個人情報保護に関する基本方針」に基づき医療情報の管理と、患者様

の個人情報保護を厳重に行うため、諸規程の整備・職員教育等を行っ

ている。 

 
結果：第 1 回 
   開催日 : 平成 21 年 4 月 1 日 
   場  所 : 当院研修室 
   活動内容: 新入職員に対する研修(スライドによる説明) 
        本年度入社の職員に対して個人情報保護法等についてのオリン

テーションを行った。 

 
 
   第 2 回 
   開催日 : 平成 21 年 7 月 14 日 
   場  所 : 当院研修室 
   活動内容: 院内勉強会で個人情報保護に関する研修を行った。 
       演 題 :「個人情報保護について」 
       講 師 : 医療情報室長 添田 照二 
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  薬事委員会 
 

文責： 副院長 楠田 憲治 

     

委員会開催日：第３木曜日 11:30～ 

平成 21 年 4/15，5/20，6/17，7/15，8/19，9/16，10/21，11/18，12/16， 

平成 22 年 1/20，2/24，3/24 

 

構成メンバー：医師 11 名、薬剤師 1名、看護師 2名 

   計 14 名 

 

活動内容：医薬品適正使用のための審議を行う 

新規採用薬・削除薬の検討 

後発品薬剤の導入 

医薬品適正使用の為の具体的な方法の検討 

重大な副作用等、医薬品に関する情報提供・勉強会 

メーカーによる薬剤説明会 

 

結果：  

(1) 新規採用薬 

1.前立腺肥大・頻尿治療薬、エビプロスタット配合錠 DB（エビプロスタットから

の切替） 

2.糖質輸液、大塚糖液 5％250mＬ（5％ブドウ糖注「ヒシヤマ」250mＬからの切替） 

3.抗生剤、ミノペン点滴静注用 100ｍｇ（点滴静注用ミノマイシン 100ｍｇからの

切替） 

4.痔核用坐剤、ヘモリサット坐剤（ボラギノール N坐剤からの切替） 

5.脂質異常症治療薬、エパデール Sカプセル 300ｍｇ（エパデールカプセル 300

ｍｇからの切替） 

6.糖尿病治療薬、ボグリボース OD 錠 0.2ｍｇ（ベイスン錠 0.2ｍｇからの切替） 

7.鎮咳薬、リン酸コデイン錠 5ｍｇ 

8.血小板凝集抑制剤、プラビックス錠 25ｍｇ 

9.降圧剤、ディオバン錠 40ｍｇ 

10.消炎鎮痛パップ剤、フェルナビオンパップ 70（MS 温湿布からの切替） 

11.注意欠陥／多動性障害治療剤、ストラテラカプセル 5ｍｇ・10ｍｇ・25ｍｇ（特

別採用より） 

12.消炎鎮痛パップ剤、セルタッチパップ 70（ミルタックスパップ 30ｍｇからの

切替） 

13.消炎鎮痛テープ剤、モーラステープ L40ｍｇ（モーラステープ 20ｍｇからの切

替） 
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14.気管支拡張貼付剤、ツロブテロールテープ 1ｍｇ（ホクナリンテープ 1ｍｇか

らの切替） 

15.ビタミン C製剤、アスコルビン酸注 500ｍｇ（ビーシー注 500ｍｇからの切替） 

16.アレルギー治療薬、アレロック錠 5ｍｇ（ザジテンカプセル 1ｍｇからの切替） 

17.抗菌薬、クラビット錠 500ｍｇ（クラビット錠 100ｍｇからの切替） 

 

 上記 17 剤のうち、ミノペン、ヘリモサット座薬、ボグリボース OD 錠、ツロブ

テロールテープの 4剤が後発品であった。 

 

(2) 採用削除薬 

1.前・痔核用坐剤、ボラギノール N坐剤（製造販売中止のため） 

2.脂質異常症治療薬、エパデールカプセル 300ｍｇ（エパデール Sカプセル 300

ｍｇへの切替） 

3.糖尿病治療薬、ベイスン錠 0.2ｍｇ（ボグリボース OD 錠 0.2ｍｇへの切替） 

4.降圧剤、コバシル錠 2ｍｇ（降圧剤の再検討の結果） 

5.降圧剤、カプトリル錠 12.5ｍｇ（最近使用実績がないため） 

6.消炎鎮痛パップ剤、MS 温湿布（フェルナビオンパップ 70 への切替） 

7.消炎鎮痛パップ剤、ミルタックスパップ 30ｍｇ（セルタッチパップ 70 への切

替） 

8.消炎鎮痛テープ剤、モーラステープ 20ｍｇ（モーラステープ L40ｍｇへの切替） 

9.気管支拡張貼付剤、ホクナリンテープ 1ｍｇ（ツロブテロールテープ 1ｍｇへの

切替） 

10.ビタミン C製剤、ビーシー注 500ｍｇ（アスコルビン酸注 500ｍｇへの切替） 

11.アレルギー治療薬、アレロック錠 5ｍｇ（ザジテンカプセル 1ｍｇからの切替） 

12.抗生剤、クラビット錠 100ｍｇ（クラビット錠 500ｍｇへの切替） 

13.前立腺肥大・頻尿治療薬、エビプロスタット（エビプロスタット配合錠 DB へ

の切替） 

14.糖質輸液、5％ブドウ糖注「ヒシヤマ」250mＬ（販売中止のため） 

15.抗生剤、点滴静注用ミノマイシン 100ｍｇ（ミノペン点滴静注用 100ｍｇへの

切替） 

16.降圧剤、アダラートカプセル 5ｍｇ（最近使用実績がないため） 

 

 上記 16 剤に後発品は含まれていなかった。 
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  給食委員会 

 

文責：栄養係 係長 西山 晃 

 
委員会開催日・開催頻度：第 3 火曜日、13：30～14：00 
   平成 21 年 4/21，5/19，6/16，7/21，8/18，9/15，10/20，11/17，12/15， 

平成 22 年 1/19，2/16，3/16 

 
構成メンバー：医局 1 名 

看護部各病棟より 1 名ずつ 
リハビリ部 ST2 名 

       栄養課 2 名（病院栄養士・委託栄養士） 
   計 6 名 

 
活動内容：日頃の食事内容・食事提供について検討を行い、改善解決を図る。 
     また、新製品の栄養補助食品、経腸栄養剤などについて紹介及び検討

を行う。 

 
経過・結果など： 
  ①平成 21 年 7 月より給食委託会社変更 
     （日清医療食品 ⇒ エームサービス株式会社） 
  ②選択メニューの変更 
   月水金：昼食時 ⇒ 朝食時とし主食の選択（ご飯 or パン）へ変更 
  ③下膳業務を看護部から栄養係へ移行 
  ④待ち食（遅食）の食事内容変更（待ち食オーダの場合はすべて軽食へ） 
  ⑤ムース食を一部導入（付け合せ・行事食などから） 
  ⑥パン食の評価を導入 
   ＊入院時、選択食でパンを希望された患者で運動器疾患（食形態：固形）

以外のすべての方に評価を実施。（リハビリ部の ST と OT に依頼） 
  ⑦ペムパル（125ml：200kcal）を導入 
  ⑧ミキサー食の裏ごしを中止（裏ごしによる栄養分の廃棄をなくすため） 
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  カルテ開示委員会 
 

文責：医事課 課長 加藤大樹 

     

委員会開催日：随 時   

   平成 21 年 4/27，11/11， 

平成 22 年 3/2 

 

構成メンバー：  

院長、名誉院長、医局 2名、看護部 2名、リハビリ部 2名、管理部 6名 

              計 14 名 

 

活動内容：カルテ開示の申込に対する開示範囲の決定 

  

診療に関する情報提供を求める患者さんに適切に対応し、患者さんと医療従事

者とのより強固な信頼関係の確保を図ることにより、良質な医療を提供する体

制を構築することを目的とする。 

 

結 果：平成 21 年度のカルテ開示申込件数は 3件であり、いずれも裁判所からの 

求めによるものであった。(交通事故等）開示内容は次の通りである。  

       

  

開示先 福岡地方裁判所

第2民事部1係 

福岡地方裁判所

第5民事部 

福岡地方裁判所

第3民事部2係 

開示範囲 全部開示 全部開示 全部開示 

開示内容 外来カルテ 20 261 109

 入院カルテ 139 83 16

 電子カルテ（印刷したもの） 70 85 83

 ＣＴ・ＭＲＩ - - 3

 一般撮影画像 - - 7

                                   (枚) 
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  倫理委員会 
 

文責：管理部部長 今村洋一  

     

委員会開催日：年 2回 

平成 21 年 11/7， 

平成 22 年 3/9 

 

構成メンバー：管理部長(委員長)、医局 4 名、                

看護部 2 名、リハビリ部 2 名、

管理部 5 名、外部委員 2 名                      

計 16 名 

 

活動内容：当院の職員が行う人間(ヒト)を対象とする医学研究ならびに研究的医

療行為に関し職員から申請された計画の内容を審査しその成果を公

表する。 

     本年度は 2回開催した。 

 

結果：        

   第 1 回 

   日 時 : 平成 21 年 11 月 17 日 

   場 所 : 当院会議室 

   議 題 : 審査申請演題 13 題 (13 題すべてリハビリ部からの申請) 

        すべての演題について承認。 

 

   第 2 回 

   日 時 : 平成 22 年 3 月 9 日 

   場 所 : 当院会議室 

   議 題 : 審査申請演題 16 題 (医局 3題、看護部 3題、リハビリ部 10 題) 

        すべての演題について承認。 
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  褥瘡対策委員会 
 

       文責：看護部課長 吉村綾子  
             医局長   鍵山智子 

 
委員会開催日：第 4木曜日，12:30～13:00 

平成 21 年 4/30，5/28，6/25，7/23，8/27， 

9/24，10/22，11/26，12/24， 

平成 22 年 1/28，2/25，3/25 

 

構成メンバー：医局 1名，看護部 5名，薬局 1名，    

リハ部 1名，栄養課 1名 

計 9名 

活動内容： 

 ・毎月，褥瘡に関する患者データを基に，局所画像の評価を行い，早期治癒に

向けて対策を検討している．褥瘡回診を 12 月に 1度実施した． 

・スキンケア商品（セキューラ CL・セキューラ PO）をモニタリングし積極 

的に使用した．創傷被覆材（ハイドロサイト AD・レプリケア）を採用した． 

 ・院外研修として日本褥瘡学会九州地方会教育セミナー（5/31 熊本）に 3 名，

褥瘡ケアセミナー（7/4 福岡）に 4 名，第 11 回日本褥瘡学会学術集会（9/4・

5 大阪）に 1名参加した． 

 
結果：平成 21 年度の褥瘡有病患者数は 43 名で，褥瘡発生ヶ所数は 54 ヶ所であ

った．院内発生は 16 例，院外（持ち込み）発生は 38 例であった．平均褥瘡有

病率は 1.75％で，月別褥瘡有病率は下記の表に示す．褥瘡発生患者の平均年齢

は 77.1 歳，男女比は男性 27 人：女性 16 人，疾患別では脳出血 23％，廃用症

候群 21％，脳梗塞 19％，大腿骨骨折 12％の順であった．深達度はⅡ度が 90％
とほとんどを占めており，次にⅠ度が 6％であった．発生部位は仙骨部が 47％
と大半を占めており，殿部 12％，下腿部 7％，踵部 6％の順であった．治癒日

数は院内発生では最短 5 日，最長 49 日で治癒に至った． 

平成21年度　月別褥瘡有病率

0

0.5
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％
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  診療録管理委員会 

 
文責：リハビリテーション部 副院長 林克樹 

 
委員会開催日：第２・第４月曜日 13:00～ 
  平成 21 年 4/13，4/27，5/11，5/25，6/8，6/22，7/13，7/27，8/10，8/24， 

11/9，12/14，12/28， 
  平成 22 年 1/25，2/8，2/22，3/8 

 
構成メンバー：医局 1 名、看護 2 名、リハビリ 7 名、管理 5 名 
                          計 15 名 

 
活動内容： 
 本会議は各年度始めの診療報酬改定への対応、日々の診療にかかわる問題点や

診療録管理について各診療部門や事務管理部門からの意見の抽出とその対策につ

いて話し合い、できる限り早期の対応と改善に向けた定期的な会議を開催してい

る。 
会議では、問題点の提案から各部署の意見交換が活発になされ、問題点の把握と

改善案が討議され、討議内容に従い診療改善に向けた新たなルール作りや方針な

ど今後の取り組みについて積極的に活動している。その会議内容は、議事録とし

て残し次回の会議に生かしている。 
また、討議内容や決定事項に病院としての判断が必要な場合は、幹部会議等の討

議を経て決定事項について再度診療録管理委員会で伝え、各診療部門の業務に生

かしている。 
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  図書委員会 
 

文責： 医師 横溝裕子 

     
委員会開催日：第二週火曜日（偶数月）12:30~ 

平成 21 年 4/14，6/9，8/11，10/20，12/8， 
平成 22 年 2/9  

        
構成メンバー：医局 1 名、看護部 1 名、 

リハビリ部 1 名、管理部 2 名、     

計 5 名 

 
活動内容：・ 図書の整理、古雑誌の処分 

・ 必要書籍の購入 
・ 定期購読雑誌に関する閲覧状況実施調査を行い継続の可否を検討。

必要性が高いと判断されたものについては継続の手続きを行った。 
・ 文献検索サービス法人契約の必要性や具体的な運用方法について

検討。 
・ 図書コーナーの場所を再検討。定期的に状況把握。本の整理。 

 
結果： ・古雑誌を整理し、収納スペースを確保。 
    ・閲覧頻度の低い雑誌を把握し講読雑誌を削減。 
    ・医中誌 Web を法人契約。業務用 PC を利用して文献検索が可能となっ

た。 
    ・図書コーナーは現状の場所（各病棟デイルーム）が適当と判断。新た

に病院職員から本の寄付を募り、コーナーの充実を図った。      
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  広報委員会 

 
文責：作業療法課 課長 長野浩子 

 

委員会開催日：第２・４金曜日、12:30～13:00 

  平成 21 年 4/10，5/8，5/22，6/12，6/26，7/10， 

8/28，9/25，10/9，11/13，11/27，12/25， 

平成 22 年 1/8，1/22，2/12，3/12，3/26 

 

構成メンバー：医局 1名、管理部 3名、看護部 3名、              

リハビリ部 2名、メディカルフィット

ネス 1名   計 10 名 

 

＜平成 22 年１月よりメンバー変更＞ 

医局 2名、管理部 5名、看護部 3名、リハビリ部 4名、 

メディカルフィットネス 1名 

   計 15 名 

 

活動内容：①．広報誌作成 

②．年報作成 

 

結果：  

①．広報誌作成  

 １．誠愛タイムズ： 

  病院を中心とした記事を掲載し、入院・外来患者、家族、関連施設な

どへの当院での活動を啓蒙する役割として、年２回の発行を行った。

発行部数は、200 部程度で、院内にて閲覧できるよう設置している。

また、当院のホームページにも掲載している。 

①平成 21 年４月号の内容･･･ 

 平成 21 年４月院長挨拶・平成 21 年度新入社員代表挨拶・介

護保険をご存知ですか・リハビリテーション部臨床実習始ま

る・旬の野菜を食べよう！   

②平成 21 年９月号の内容･･･ 

 インフルエンザ対策・国際ボバースインストラクター会議報

告・ふれあい看護体験・ワーファリンというお薬について知

ろう・第２回介護保険の申請後、サービスを利用するまでの

流れ・取材後記パークゴルフ交流会！！  
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 ２．健康支援ジャーナルあいあい倶楽部： 

  健康支援を目的に健康やフィットネス関連の記事について、フィット

ネス「あいあい倶楽部」を中心に記事を掲載している。平成 21 年度は、

年１回の発行であった。 

平成 21 年 11 月号の内容･･･ 

 あいあいストレッチ・あいあいマシン・会員さんの感想・水

中運動ってこんなにすごい！！・レッスン紹介 

 

②．平成 20 年度年報作成 

  平成 20 年度の活動内容・業績などを盛り込み作成を行った。昨年度ま

では病院内部のみの閲覧であったが、今回初めて、関連施設や近隣医

療機関などへの配布を行なった。 
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  環境美化委員会 
 

文責： 言語聴覚課 課長 大野浩一 

     
委員会開催日：第２水曜日 12：30 ～ 
       平成 21 年 9/9，11/25，12/16， 

平成 22 年 2/23 

 
構成メンバー：管理部 2 名、看護部 2 名、 

リハビリ部 2 名 
     計 6 名 

 
 
活動内容：院内の車椅子の状況把握や点検を行った。また、施設設備面に問題が

生じた際の連絡網の確認も行った。 

 
結果：院内全署に配置されている車椅子の台数、整備状況を確認し、リスト作成

を行った。 
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  サービス向上委員会 
                               

文責：医事課 課長 加藤大樹 

 
委員会開催日：木曜日 9:00～(随時） 

平成 21 年 4/6, 4/13, 4/20, 4/27, 5/11, 5/18, 6/1, 6/15, 6/22, 6/29, 

7/6, 7/13, 8/3, 8/17, 8/31, 9/10, 10/1, 10/22, 10/29, 11/5, 

12/3, 12/17, 

平成 22 年 1/21, 2/4, 2/26, 3/11, 3/25    計 27 回 

 

構成メンバー：１２名 

院長（委員長）、医局１名、看護部２名、リハビリ部２名、管理部６名 

計 12 名 

活動内容： 

①ご意見箱への投書に対する回答 

  ②患者満足度調査の実施、患者待ち時間調査の実施 

→患者さんからの要望に対して多部署が連携して議論することにより、

患者満足に対する意識の向上と、患者サービスの向上を図る。 

 

活動実績： 

ご意見に対して何らかの行動をし、改善したと認められるものは 19/43=44％

であった。（昨年度 41％） 

注意喚起による改善を含めると、34/43=79％となる。（昨年度 80％） 

 
投書数 改 善 注意喚起 

質問内容がよくわからない 

回答不可能 等 

計 

4月 6 2 2 2 6

5月 4 1 3 0 4

6月 7 4 2 1 7

7月 3 3 0 0 3

8月 5 3 1 1 5

9月 1 1 0 0 1

10月 5 2 1 2 5

11月 1 0 1 0 1

12月 3 1 2 0 3

1月 1 1 0 0 1

2月 3 0 1 2 3

3月 4 1 2 1 4

 43 19 15 9 43

(件) 
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改善例： 

ディールームテレビ購入（地デジ対応）、トイレ荷物フック設置、 

駐車場３０分無料化、図書コーナーの整備、清掃作業員増員、 

リハ室電話連絡簿修正、厨房業者変更によるサービス向上、 

受付窓口改修・窓口分割によるサービスの向上、駐車場の定期的見回り、 

通所リハビリ施設の器具購入 等 
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  輸血療法委員会 
 

文責：医局 渡邊義将  

     

委員会開催日：偶数月の第３金曜日 

   平成 21 年 4/17，6/19，8/25，10/16，12/18， 

平成 22 年 2/19 

 

構成メンバー：医局１名、検査課１名、薬局１名、 

看護部１名      計 4 名 

 

活動内容：当委員会では、当院における血液製剤の

使用が、「安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律」の定めにしたがい安

全かつ適正になされるよう、諸問題の調査・検討・審議を行っている。 

具体的には、（1）輸血療法の適応や血液製剤の適正使用に関する規定の作成、

（2）当院における各種血液製剤使用の統計に基づいた血液製剤適正使用の実施計

画の作成、（3）輸血用血液の検査項目・検査術式の選択と精度管理、（4）輸血実

施時の手続き・手順の策定を行い、これらについての問題点を定期的に検証し見

直しを行っている。また、継続的に血液製剤の使用状況調査を実施している。さ

らに、血液製剤の不適正な使用事例が認められた場合には、主治医からのヒアリ

ングも含め症例検討を行って、原因の特定・再発防止策の検討・関係者へのアド

バイスを行い、輸血療法に伴う事故・副作用・合併症が発生した場合には、事故

対策委員会などと緊密に連携し、事例の内容・発生要因・改善策などについて検

討を行うことも当委員会の役割である。 

 

結果：新年度の輸血療法委員会運用マニュアルの改訂を行った。「誠愛リハビリテ

ーション病院輸血療法マニュアル」、「輸血実施マニュアル」、「輸血実施票」に関

しての見直しを随時行い今年度は改正の必要は認められなかった。ただし、日本

赤十字社からの通知「輸血による細菌感染疑い症例の解析結果について」に基づ

き、遅発性の副作用に対応する目的で，輸血終了後 30 分～60 分の間に患者状態

を確認し記録するよう、「輸血に関する看護手順」および「輸血患者観察のための

チェック表」を改訂した。 

当院における平成２１年度の血液製剤使用状況は、 

１． 濃厚赤血球：１例、計４単位 

のみであり、いずれの例においても、不適正な使用、実施・運用上の過誤、輸血

に伴う事故・副作用や重篤な合併症は認められなかった。 

その他，日本赤十字社や福岡県赤十字血液センターからの通知事項を逐次確認

し、関係部署への周知徹底を図った。 
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  Nutrition Support Team 委員会 
 

文責：栄養係 係長 西山晃 

 
委員会開催日：毎月第２木曜日、13：30～13：30 
   平成 21 年 4/23，5/21，6/25，7/23，8/12， 

9/10，10/8，11/12，12/10， 
平成 22 年 1/14，2/12，3/11 

構成メンバー：医局１名、栄養係１名、検査課１名、             

薬局１名、ST１名、 
看護部各病棟より１名 

   計 10 名 

 
平成 21 年度活動状況： 
 前年度はアボット・ジャパン㈱と共同の勉強会を実施しながら栄養管理の有用

性や正しい使用方法を習得した一年であったが、H21 年度は実際に院内における

NST 対象患者を抽出し症例検討を行い、活発な議論のもと様々な症例について改

善・解決を図った。 

 
経過： 
●NST 対象患者の抽出方法を決定 
＜当院における NST 対象患者の抽出方法＞ 

  ①検査課よりアルブミン 3.0g/dl 以下に該当する患者一覧表を各部署に送付。 
②それぞれの部署においてさらに BMI17.0 以下に該当する患者に絞り込み、

NST 対象患者の状態把握、摂取量の把握、使用薬剤、今後の方針や方向性

などについて報告。 
  ③今後の栄養管理法や問題点などについて検討。 
●H21 年度各月の NST 対象患者数 
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  誠愛教育委員会 
 

文責：医局 渡邊義将 

     

委員会開催日：年１回定期開催 

平成 21 年 4/21， 

平成 22 年 1/28 

 

構成メンバー：院長（委員長）、医局１名、 

看護部２名、管理部６名、 

リハビリテーション部２名、 

カトレア１名 

   計 13 名 

 

活動内容：各部署や委員会で実施する教育・研修の調整および援助。 

職員教育に関する企画、立案、研究ならびに資料の収集。 

誠愛院内勉強会の開催。 

 

結果：＜平成 21 年度に開催した勉強会＞ 

 

実施日 タイトル 講師 

4 月 14 日 各部の活動方針と目標 院長 井林雪郎 

名誉院長 黒川徹 

医局長兼内科部長 鍵山智子 

看護部部長 中村真紀 

リハビリテーション部部長 渕雅子

5月 19 日 BLS その他基本的な考え方と手技 九州大学病院救命救急センター  

講師 杉森宏 先生 

6 月 16 日 薬の併用と薬物相互作用 内科医師 渡邊義将 

7 月 14 日 確定拠出年金について 

個人情報保護について 

管理部次長 樗木理恵子 

医療情報室室長 添田照二 
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8 月 11 日 輸入感染症の基礎 

平成 20 年度看護部事故報告のまと

め 

リハビリテーション部における事故

対策 

通所リハビリテーション誠愛事故報

告のまとめ 

メディカルフィットネスあいあい倶

楽部の事故安全対策 

カトレアでの転倒転落事故予防にお

ける情報の共有について 

内科医師 石松義弘 

看護部係長 上津原 珠美 

 

リハビリテーション部係長 万庭寛

 

通所リハビリテーション誠愛    

作業療法士 吉田久美香 

メディカルフィットネス     

課長 久保敬 

介護老人保健施設カトレア     

介護福祉士 升本欽三 

9 月 29 日 接遇マナーとクレーム対応 

尊厳あるケアを目指して 

管理部医事課 三塩恵美子 

介護老人保健施設カトレア     

施設長 岩瀬豊子 

10月13日 人事考課の概要について 株式会社佐々木総研取締役     

人事コンサルティング部部長    

社会保険労務士 三原靖 氏 

11月17日 草薙くんと患者の権利 ― 生命・医

療倫理の 法的基礎 

ちくし法律事務所        

弁護士 浦田秀徳 氏 

1 月 12 日 介護保険における在宅サービスの概

要 

カトレア通所リハビリテーションの

概要 

カトレア通所リハビリテーションに

おける  訓練内容 

通所リハビリテーション誠愛の概要

通所リハビリテーション誠愛の実際

介護老人保健施設カトレア     

施設長 岩瀬豊子 

カトレア通所リハビリテーション 

係長 松田一英 

カトレアリハビリテーション   

課長 白水京子 

リハビリテーション部部長 渕雅子

通所リハビリテーション誠愛    

係長 古江伸志 

１月 29 日 地域医療連携と今からのリハビリテ

ーション 

社団法人是真会 

長崎リハビリテーション病院 

理事長・院長 栗原正紀 先生 
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2 月 9 日 院内感染対策としての正しい手洗い

の徹底と消毒剤の適正使用について

福祉課における事故対策について 

医療機器安全管理について 

放射線室における事故について 

平成 21 年度従業員に対する医薬品

の安全使用のための研修会 

栄養係における事故発生状況とその

対策について 

窓口業務で発生しやすいミスの防止

策について 

薬局 隅田泰浩 

 

福祉課 永留慎也 

検査課課長 村瀬朗 

画像・検査係係長 坂口龍子 

薬局係長 守秀夫 

 

栄養係係長 西山晃 

 

医事課課長 加藤大樹 

 

 

＜平成 22 年度の計画＞ 

 

実施月 内容 担当部署・講師 

４月 各部門の活動目標 

井林院長 

医局 

看護部 

リハビリテーション部 

管理部 

カトレア 

５月 ALS・BLS 講習会 医局 

６月 
感染対策（１） 

事故対策（１） 

感染対策委員会 

事故対策委員会（Aチーム＊） 

７月 

ＤＣ教育 

個人情報保護 

クレーム対応 

管理部 

８月 公用車車両事故への対応など 管理部（外部） 

９月 接遇マナー 管理部（外部） 

１０月 医療倫理 管理部（外部） 

１１月 
感染対策（２） 

事故対策（２） 

感染対策委員会 

事故対策委員会（Bチーム＊） 

１２月 
未定 

未定 

医局 

福祉課 

１月 特別講演 未定（外部） 

２月 
未定 

未定 

看護部 

リハビリテーション部 

    ＊事故対策委員会のチーム振り分け（各部署 5分ぐらいで報告を行う） 

     A チーム（医局・看護部・リハビリ部、通所、フィットネス、カトレア） 

     B チーム（福祉・検査・薬局・放射線・栄養・事務） 
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【委員会会議メンバー表】 

 

委員会名 
委員長/ 

議長 
医師 看護部 リハビリ部 管理部 他事業所 

医療安全管理

委員会 

井林 楠田、鍵山 金山、中村 林、渕 今村、樗木、村瀬、

豊田、大庭、加藤、

守 

  

事故対策委員

会 

井林 黒川、横山 金山、早瀬、

上津原 

藤田、平川、

万庭 

坂口、古賀、守、

永留、西原 

白水、久保、

古江 

医薬品安全管

理委員会 

守           

医療機器安全

管理委員会 

村瀬           

感染対策委員

会 

楠田 井林 中村、恵良、

田中、上津原、

杉原、明石、

飛永 

花田 今村、村瀬、西山、

隅田 

  

医療ガス安全

管理委員会 

井林   金山、中村、

各病棟及び外

来１名 

  大庭、守、水出   

防災委員会（自

衛消防隊） 

井林       今村、大庭、水出、

広松 

  

労働安全衛生

委員会 

樗木 鍵山 上津原、 

戸嶋 

大野 村瀬、守、高見 高尾、 

西島 

公用車運行管

理委員会 

内田 

（ｶﾄﾚｱ） 

    深堀、木下 大庭、永留、広松 高尾、 

白川 

個人情報保護

委員会 

今村   恵良、東 赤松、深堀、

田辺 

添田、村瀬、加藤、

坂口 

古野 

薬事委員会 楠田 小野山、井林、

黒川、鍵山、

石松、横溝、

横山、萩原、

渡邊   

金山、中村   守 岩瀬 

給食委員会 西山 横溝 重石、岩本、

松山、濱田、

津田 

田村、大内

田 

  中山 

カルテ開示委

員会 

井林 黒川、楠田、

鍵山 

金山 林、渕 今村、樗木、添田、

豊田、大庭、加藤
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委員会名 
委員長/ 

議長 
医師 看護部 リハビリ部 管理部 他事業所 

倫理委員会 今村 井林、黒川、

楠田、鍵山 

金山、中村 林、渕 樗木、添田、豊田、

大庭、加藤 

岩瀬 

褥瘡対策委員

会 

鍵山   吉村、山本み、

塚崎、有吉、

佐藤 

藤崎 西山、隅田   

診療録管理委

員会 

林 鍵山 金山、中村 渕、赤松、

花田、久家、

草野、藤田

添田、豊田、加藤、

古賀、守 

  

図書管理委員

会 

横溝   吉村 白川、坂口 坂口、村上   

広報委員会 井林 渡邊 金山、東、鶴

田、藤原 

渕、長野、

薙野、大内

田、沢田 

今村、添田、豊田、

大庭、高見 

高盛 

環境美化委員

会 

大野   清水、御幡 長原 一瀬、水出   

サービス向上

委員会（ご意見

箱） 

井林 楠田 金山、中村 林、渕 今村、樗木、添田、

豊田、大庭、加藤

  

輸血療法委員

会 

渡邊   東   村瀬、守   

誠愛教育委員

会 

井林 渡邊 金山、中村 渕、長野 今村、樗木、添田、

豊田、大庭、加藤

岩瀬 

事業所別連携

会議 

赤松   東 草野(達）、

深堀 

古川 荒武、高尾,

古野古賀,

古江 

診療部門会議 林 鍵山 金山、中村 渕、赤松、

花田、久家、

草野、藤田、

添田、村瀬、豊田、

加藤、西山、古賀、

守 

  

地域連携パス

会議 

今里 石松、渡邊 中村、吉村 林、花田 添田、澤田、今里、

田島 

  

誤差返戻会議 古賀 鍵山   林、赤松、

山下、森下

樗木、添田、豊田、

加藤、村瀬 

  

病床会議 楠田 井林 金山、中村、

早瀬 

渕、藤田 今村、樗木、豊田、

古賀 

  

治験審査委員

会 

黒川 楠田 金山 林 古賀、守   

NST 会議 萩原   吉村、森田、戸嶋、

柿山、有吉、湯本

田村、大内

田 

西山、守、田中   
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発行年月日  平成 22 年 7 月 9 日 

 

監   修  広報委員会 

      井林雪郎、渡邊義将、金山萬紀子、林由香、鶴田初子、 

藤原麻紀子、渕雅子、長野浩子、薙野晴美、沢田大明、 

内山千帆、今村洋一、添田照二、豊田英司、大庭慎也、 

高見愛、高盛めぐみ 

 

医療法人社団三光会 誠愛リハビリテーション病院 

電話：092-595-1151 

FAX：092-595-1199 


